
 

まちづくりの基本目標 

～ 人と自然が共生する安全なまち ～ 

 

 

市民と市民、市民と市の連携を深めながら、地域の中で日常生活を安全に送られる環境

づくりと、人と自然が共生できる環境づくりを推進し、誰もが住みたくなるまちを目指します。 

【基本構想】より 
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                                     (エンブレム) 

 

 

 

 

 

 

 阿賀野市の「ア」で阿賀野川に抱かれた

緑豊かな阿賀野市の明るく元気な姿をデザ

イン。 

「 21世紀に躍進するオアシス都市阿賀野」

が力強く飛躍し発展する勇姿を象徴。  

 最上部に市章。中央に消防部局の使命であ

る市民の生命、身体、財産を守る消防・救助・

救急の文字を配し、消防のイメージカラーで

あるオレンジで囲むことで消防署員のチーム

ワークを表現。 
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もういいかい 火を消すまでは まあだだよ 

 

      
 

阿賀野市消防本部庁舎(左)と 

平成 26 年 4 月 1 日業務開始のかがやき分署庁舎(右) 
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1.  阿賀野市の概要と沿革 
 

  阿賀野市は、県都新潟市の南東に位置し、東に五頭山脈の稜線で阿賀町と

接し、南及び西に阿賀野川の清流をめぐらして五泉市及び新潟市に面し、北に

新発田市及び新潟市の環境省「日本の重要湿地500」に選ばれている福島潟と

接し、東西19.1㎞、南北16.8㎞、面積192.72ｋ㎡、うち東半分は山地、西半分は

平野部となっている。 

  自然山水はすべて五頭山脈に源流を発し、東から西又は北西に向かって流

れている。その主なるものは、北から折居川、大荒川、安野川、ツベタ川がある。

ほかに人工用水路として、小松地先阿賀野川から取水し山裾を北上して新潟

東工業港へと延びる阿賀右岸大規模用水の幹線及び支線、水路が管内殆ど

の農地を潤すとともに、農閑期でも大切な消防水利となっている。 

  道路網は、磐越自動車道が南部を横断し、市内唯一の安田インターチェンジ

がある。 

国道49号が中心部を貫いて、新発田･新潟を結ぶ国道460号と交差しており、

更に国道290号が山沿いを走り五泉市へと延びている。 

  県道は、市街地から放射線状に、水原･出湯線、大室･水原線、新関･水原停

車場線、新潟･長浦線等がある。 

  平成6年7月28日、磐越自動車道、安田インタ－･新潟中央インタ－間が、平

成8年11月14日安田インタ―･津川インタ－間の供用開始、平成9年10月1日全

線開通により新潟市はじめ県内外からの交通アクセスがより良くなった。 

ＪＲ羽越線新津･新発田間が平野部を南西から北東に走り、「きょうがせ」、「す

いばら」、「かみやま」の3駅がある。 

  阿賀野市は、有史以来交通、経済、文化、軍事の要衝となり、徳川時代には

幕府直轄の奉行所、代官所が置かれ、廃藩置県前後の明治2年に越後府が置

かれ、水原県となりやがて新潟県と変遷したことから、新潟県政発祥の地である

という自負もあり、平成7年8月には水原代官所が復元された。 

  市内の安田地区、笹神地区、京ヶ瀬地区は支配系統の異なる新発田領であ

ったが、日常生活、経済活動に最も密接な水原地区の市場を中心に共同生活
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圏が生成され一体感が培われ今日に至っている。 

  これらを背景として昭和41年4月旧町村及び消防機関の協議会の総会にお

いて広域消防早期実現の決議がなされ、この方針に則り、県の助言指導を受け

ながら事務担当者から消防機関、町村執行部、議会へと段階的に広く研究協

議を重ね、紆余曲折の末、昭和45年10月1日から救急業務を旧水原町に委託

する方法により開始し、昭和48年4月1日一部事務組合が発足し、常備消防だ

けではあるが一体化が実現した。その後昭和54年4月1日、阿賀北広域組合水

原郷消防本部が発足する。 

 平成16年4月1日、水原町・安田町・笹神村・京ヶ瀬村が町村合併し、阿賀野市が誕

生、阿賀野市消防本部となり、平成26年に10周年を迎え、現在に至る。  
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2．阿賀野市消防本部のあゆみ 
 
昭和48. 4. 1    水原郷消防組合発足、構成町村 水原町、安田町、笹神村 

京ヶ瀬村、組合管理者に水原町長佐藤貞太郎就任（消防長事 

務取扱)水原郷消防職員として水原町退職者23名、安田町退 

職者6名、笹神村退職者3名を採用。新採用20名を含め常勤職 

員総員52名となる。 

                 旧水原町消防庁舎を利用し消防本部・署を設置、消防自 

動車2台、救急車1台、指令車1台、署員33名、旧安田町消防 

本部を利用し安田分遣所を設置、消防車1台・救急車1台署 

員7名、旧笹神村消防団本部を利用し笹神分遣所を設置、消 

 消車1台、署員6名、旧京ヶ瀬村農業共済組合事務所を利用 

し京ヶ瀬分遣所を設置、消防車1台、署員6名。以上の体制 

で発足した。 

昭和48. 4. 1     阿賀野川総合運動場を阿賀野川総合運動場協議会から当 

消防組合が引き継ぐ。 

昭和48. 7. 1     本署27名、安田分遣所9名、笹神分遣所8名、京ヶ瀬分遣 

所8名の体制となる。 

昭和48. 9.       軽連絡車1台購入本署に配置。 

昭和48.11.       2,000リットル入りタンク車1台購入、本署に配置。 

昭和48.12.20     管理者水原町長佐藤貞太郎退職。 

昭和49. 2. 7     笹神村長折笠信雄管理者（消防長事務取扱）に就任。 

昭和49. 3.       指令車更新本署に配置。 

昭和49. 3.31     職員1名退職、実員51名となる。 

昭和49. 4. 1     職員新採用8名、実員59名となる。 

昭和49. 4.       笹神分遣所新庁舎鉄筋コンクリート造が落成し移転。 

昭和49. 6.       軽連絡車1台購入安田分遣所に配置。 

昭和49. 7. 1     本署31名、安田分遣所10名、笹神分遣所9名、京ヶ瀬分 
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遣所9名の体制となる。 

昭和49. 9. 8    第25回県消防大会ポンプ操法競技大会ポンプ車の部で、 

              第3位入賞。（会場佐渡小木町） 

昭和49.10.      笹神分遣所消防車更新。 

昭和49.11.21    本署消防車1台水原町消防団に返納。 

昭和50. 4. 1    職員新採用1名、実員60名となる。 

昭和50. 4.      阿賀野川総合運動場連絡車1台購入本署に配置。 

昭和50. 4.      軽連絡車1台購入笹神分遣所に配置。 

昭和51. 4.      軽連絡車1台購入京ヶ瀬分遣所に配置。 

昭和51. 7.      機材積載車1台購入本署に配置。 

昭和51.10. 8    日本損害保険協会から消防車（BD-Ⅰ型）1台寄贈を受け本 

署に配置。 

昭和52. 3.31    職員1名退職、実員59名となる。 

昭和52. 4. 1    職員新採用1名、実員60名となる。 

昭和53. 3.31    職員1名退職により本署29名、安田分遣所10名、笹神分遣 

所10名、京ヶ瀬分遣所10名体制の実員59名となる。 

昭和53. 4. 1    新発田広域消防と消防相互応援協定締結。 

昭和53. 5.12    安田局119番を本部へ移転。指令卓への組込は、6月5日。 

昭和53. 7.23    二市北蒲原地区支会ポンプ操法競技会、署ポンプ自動車 

の部で優勝。（会場 豊栄市） 

昭和53. 8.20    第29回県消防大会操法競技大会署ポンプ自動車の部で優 

勝。（会場 六日町） 

昭和54. 3.31    水原郷消防組合解散。 

昭和54. 4. 1    阿賀北広域組合発足。 

                組合構成団体に豊栄市も含まれることとなったが、消防に 

関しては従来通り。 

                組合管理者に水原町長吉川正夫就任、消防長に小林正巳が 

就任した。 
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                消防施設、消防態勢は旧水原郷消防組合より継承。 

昭和54.11.13    村松瓦斯水道株式会社から広報車1台の寄贈を受け本署に 

配置。 

昭和55. 2. 5     日本自動車工業会から救急車（2B型）1台の寄贈を受け本 

署に配置。 

                旧救急車（A級）は予備車として運用。 

昭和55. 4. 1     職員新採用2名、本署31名、安田分遣所10名、笹神分遣所 

10名、京ヶ瀬分遣所10名、実員61名となる。 

昭和55. 4. 1    水原郷消防署救助隊発足。 

昭和55. 7.20    二市北蒲原地区支会ポンプ操法競技大会署ポンプ自動車 

の部で優勝。（会場 水原町） 

昭和55.10.24    副管理者笹神村長折笠信雄任期満了退任。 

昭和55.10.25    笹神村長五十嵐利彦副管理者に就任。 

昭和56. 1. 1    職員１名死亡退職、実員60名となる。 

昭和56. 3. 1    救急医療情報システム端末機設置により運用開始 

(県委託) 

昭和56. 3.31    職員１名退職、実員59名となる。 

昭和56. 4. 1    職員新採用2名、実員61名となる。 

昭和56. 7.24    第10回消防救助技術東北指導会初出場。（会場 仙台市） 

昭和56.11.30    防衛施設庁補助事業により消防ポンプ自動車（BD-Ⅰ型） 

 1台購入本署に配置。 

昭和57. 3.31    消防庁舎建設用地取得、造成工事完了（6,049㎡）。 

昭和57. 6. 9    副管理者京ヶ瀬村長小林健司任期満了退任。 

昭和57. 6.10    京ケ瀬村長米山俊彦副管理者に就任。 

昭和57.11.22    消防庁、消防施設補助事業により消防ポンプ自動車（BD- 

              Ⅱ型)1台購入安田分遣所に配置。 

昭和58. 3.      新消防庁舎竣工。 

昭和58. 4.15    新庁舎に移転、業務開始。 
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昭和58. 7.12     新消防庁舎竣工式。 

昭和58. 8.       消防庁舎舗装工事竣工。 

昭和58. 9. 1     豊栄市と消防相互応援協定締結。 

昭和58.12.       消防庁舎消雪パイプ施設工事竣工。 

昭和59. 7. 5     屋外訓練場張芝工事竣工。 

昭和60. 5.       幼年消防クラブ、15クラブ発足。 

昭和60. 8.28     職員1名退職、実員60名となる。 

昭和60.10.30     消防庁消防施設補助事業により消防ポンプ自動車 

（CD- Ｉ型）1台購入、京ケ瀬分遣所に配置。 

昭和61. 4. 1     職員新採用1名、実員61名となる。 

昭和61. 5.       幼年消防クラブ、7クラブ結成し22クラブとなる。 

昭和61. 8.25     日本損害保険協会から消防ポンプ自動車(BD-Ⅰ型)1台 

寄贈を受け本署に配置。 

昭和62. 3.31     職員１名退職、実員60名となる。 

昭和62. 4. 1     職員新採用1名、実員61名となる。 

昭和62. 5.       幼年消防クラブ、1クラブ結成し23クラブとなり、管内 

の結成率100％となる。 

昭和62. 8.25     ＮＴＴ衛星通信119番設置。 

昭和63. 6.30    職員1名退職、実員60名となる。 

昭和63. 8.      日本消防協会から救急車（2B 型）1台寄贈を受け本署に 

配置。旧救急車は予備車として運用。 

平成元. 3.31    職員2名退職、実員58名となる。 

平成元. 4. 1    職員新採用4名、実員62名となる。 

平成元. 5. 1    職員新採用1名、実員63名となる。 

平成 2. 1. 1    水原郷幼少年婦人防火委員会結成。 

平成 2. 2.23     防衛施設庁補助事業により水槽付消防ポンプ自動車 

（水Ⅱ型）1台購入本署に配置。 

平成 2. 3.31     職員2名退職、実員61名となる。 
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平成 2. 4. 1     職員新採用2名、転出1名、実員62名となる。 

平成 2. 7. 1     安田分遣所配置の日本赤十字社救急車（2B型)更新。 

平成 2. 8. 1     指令車更新。 

平成 2. 9. 1     新潟県・水原郷総合防災訓練を当管内において実施。 

平成 3. 3.31     職員1名退職、実員61名となる。 

平成 3. 4. 1     職員新採用4名、実員65名となる。 

平成 4. 3.31     職員1名退職、実員64名となる。 

平成 4. 4. 1     定員72名、職員新採用4名、実員68名となる。 

平成 5. 4. 1     定員78名、職員新採用5名、実員73名となる。 

平成 5.12.16     消防庁消防施設補助事業により救助工作車１台購入、本

署に配置。 

平成 5.12.20     管理者水原町長吉川正夫任期満了退任。 

平成 5.12.21     水原町長五十嵐雄介管理者に就任。 

平成 6. 3.31     職員2名退職、実員71名となる。 

平成 6. 4. 1     定員78名、職員新採用6名、実員77名となる。安田分遣 

所19名体制となる。 

平成 6. 7. 1     磐越自動車道供用開始に伴い、安田分遣所に高速救急隊 

発足。 

平成 6. 7.19     磐越自動車道消防相互応援協定、締結。 

平成 6.12.13     高速救急隊用救急車（2B型）1台更新、安田分遣所に配置。 

平成 7. 3.22    防衛施設庁補助事業により消防ポンプ自動車（CD-Ｉ型） 

1台購入、笹神分遣所に配置。 

平成 7. 3.31     副管理者笹神村長五十嵐利彦任期満了退任。 

平成 7. 3.31     職員4名退職、実員73名となる。 

平成 7. 4. 1     定員78名、職員新採用4名、実員77名となる。 

                 新潟県消防防災ヘリコプタ－応援協定、締結。 

平成 7. 4.24     笹神村長佐藤一宇副管理者に就任。 

平成 8. 2.       消防庁消防施設補助事業により、消防緊急通信指令施設 
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設置。 

平成 8. 3.       消防庁及び県消防施設補助事業により高規格救急車 

（2B型）1台購入、本署に配置。 

平成 8. 4.       連絡車１台更新、本部に配置。 

平成 8.11.11     東蒲原広域消防組合との消防相互応援協定、締結。 

平成 9. 3.       消防ポンプ自動車（CD-Ｉ型、900Ｌ水槽付）1台更新、 

安田分遣所に配置。 

平成 9. 3.31     職員2名退職、実員75名となる。 

平成 9. 4. 1     定員78名、職員新採用3名、実員78名となる。 

平成10. 3.20     職員1名死亡退職、実員77名となる。 

平成10. 4. 1     定員78名、職員新採用1名、実員78名となる。 

平成10. 8. 3     安田分遣所配置の日本赤十字社救急車(2B型) 更新。 

平成10. 9.25     日本損害保険協会から消防ポンプ自動車（CD-Ｉ型）1台 

寄贈を受け本署に配置。 

平成12. 3.31     職員1名退職、実員77名となる。 

平成12. 4. 1     定員78名、職員新採用1名、実員78名となる。 

平成12. 5. 2     五泉市消防本部と「ホテルさきはな」における消防業務 

について覚書締結。 

平成13. 3. 8     消防ポンプ自動車（CD-Ⅰ型）1台更新、京ヶ瀬分遣所に 

配置。 

平成13. 3.31     職員1名退職。実員77名となる。    

平成13. 4. 1     京ヶ瀬分遣所、新庁舎移転、業務開始。 

平成14. 9.28     新潟県消防長会主催、新潟県消防職員駅伝大会を当本部管 

内を会場に実施。優勝は五泉市消防本部。 

平成15. 8. 9     職員1名死亡退職、実員76名となる。 

平成16. 3.       防衛施設庁補助事業により水槽付消防ポンプ自動車 

（水-Ⅱ型）1台更新、本署に配置。 

平成16. 3.       財団法人日本消防協会から指令車1台寄贈を受け本部に 
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配置。 

平成16. 3.31     職員1名退職、実員75名となる。 

平成16. 4. 1      阿賀野市消防本部となり、定員85名、消防職員75名・事務 

職員3名(消防団事務担当)、計78名体制となる。 

平成16.11.30    職員1名退職、実員77名となる。 

平成17. 3.     24ｍ級はしご車1台導入、本署に配置。 

平成17. 3.31    職員1名退職、実員76名となる。 

平成17. 4. 1    定員85名、職員新採用4名、実員80名体制となる。 

平成17. 8. 4     安田分遣所配置の日本赤十字社救急車（2B型）更新。 

平成18. 3.31    職員2名退職、実員78名となる。 

平成18. 4. 1    定員85名、職員新採用2名、実員80名体制となる。 

平成19. 3.31     職員1名退職、実員79名となる。 

平成19. 4. 1     定員85名、職員新採用2名、実員81名体制となる。 

平成19. 9.10    指令車(指令2号車)･広報車(指令3号車)老朽化のため廃 

車。 

平成20. 4. 1     定員85名、職員新採用3名、実員84名体制となる。 

平成20. 7.29    職員1名退職、実員83名となる。 

平成20.10.28    消防庁消防施設等整備費補助事業・緊急消防援助隊設備 

整備事業補助により高規格救急車更新・本署に配置。 

    前高規格救急車は、安田分遣所に配置。 

平成21. 3.10    高規格救急車更新により、旧2B型救急車を朱色全面塗装 

して広報車(指揮後方支援車)として運用開始。 

平成21. 3.31   職員1名退職、実員82名となる。 

平成21. 4. 1   定員85名、職員新採用3名、実員85名体制となる。 

平成21.12.31   職員1名退職、実員84名となる。 

平成22. 3.31   職員4名退職、実員80名となる。 

平成22. 4. 1   定員85名、職員新採用5名、実員85名体制となる。 

平成23. 1.31   職員1名退職、実員84名となる。 
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平成23. 3. 1   防衛施設庁補助事業により、消防ポンプ自動車 

(CD-Ⅰ型）1台更新、笹神分遣所に配置。 

平成23. 3.31   職員6名退職、実員78名となる。 

平成23. 4. 1   定員85名、職員新採用5名、実員83名体制となる。 

平成23. 4.20   消防救急デジタル無線基本設計(電波伝搬調査等)業務 

委託。 

平成23. 8.31   職員1名退職、実員82名となる。 

平成23.10.13   消防緊急通信指令装置更新。 

平成24. 3. 8   消防救急デジタル無線実施設計業務委託。 

平成24. 3.26    緊急消防援助隊設備整備費補助事業により、救助工作車 

(Ⅱ型)1台更新、京ヶ瀬分遣所に配置。 

平成24. 3.31    職員1名退職、事務職員1名異動、実員80名となる。 

平成24. 4. 1    定員85名、職員新採用2名、実員82名体制となる。 

平成24. 6.26    消防機能再編事業基本・実施設計業務委託。 

平成25. 3.31    職員5名退職、実員77名となる。 

平成25. 4. 1    定員85名、職員新採用5名、実員82名体制となる。 

平成25. 4. 1    消防救急デジタル無線運用開始。  

平成26. 3.31    職員6名退職、実員76名となる。 

平成26. 3.31    署所再編によって、安田分遣所、笹神分遣所及び京ヶ瀬 

分遣所の3分遣所を廃止。 

平成26. 4. 1    定員85名、職員新採用6名、実員82名体制となる。  

平成26. 4. 1    かがやき分署新庁舎業務開始。1本部1署3分遣所から1本 

部1署１分署となり消防本部・消防署54名、かがやき分署 

28名の体制となる。  

平成26. 4. 1    高規格救急車1台更新、かがやき分署に配置。  

平成26.10.10     職員1名退職、実員81名となる。 

平成27. 2. 1     消防庁緊急消防援助隊設備整備補助事業により、消防ポ 

ンプ自動車(CD-Ⅰ型)1台更新、本署に配置。 
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平成27. 2.       総務省所管に属する物品の無償貸与事業により、救助資 

機材搭載型消防ポンプ車1台借受、消防団安田常備分団に 

配置。 

平成27. 2.26     防衛省防衛施設周辺民生安定施設整備事業により、高規 

格救急車1台更新、本署に配置。 

平成27. 3.31    職員2名退職、実員79名となる。 

平成27. 4. 1    定員85名、職員新採用5名、実員84名体制となる。 



3． 阿賀野市消防本部管轄区域図 

阿賀野市消防本部 

阿賀野市消防署 

かがやき分署 

阿賀野市 
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192.72

45,560

13,154

44,579

14,214

22,602

(100)

産 2,240

(9.9)

業 7,638

(33.8)

構 12,154

(53.8)

造 570

(2.5)

1

市

街

地

密

集

地

等

状

況

人口5,000人未満4,000人以上

人口4,000人未満3,000人以上

人口3,000人未満2,000人以上

　分 類 不 能　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　（％）

市　　街　　地

 
　
 

準
 

市
 

街
 

地

人口2,000人未満1,000人以上

人口10,000人未満　5,000人以上

4. 阿賀野市構造

2

3

1

　第3次産業

　　　　　　　　　　　　　　　（％）

　　　　　　　　　　　　　　人

　　　　　　　　　　　　　　　（％）

　　　　　　　　　　　　　　　人

　第2次産業

　　　　　　　　　　　　　　　（％）

      人口（22年国調）（人）

　　　　　　　　　　　　　　　人

　第1次産業

　就業人口　　　　　　　　人

      世帯数（22年国調）　

　    面積（22年国調）（k㎡）　

　　　　　　　　　　　　　　　人

区　　　　　分

※　市街地密集地等は、平成27年3月31日現在。

      平成27.3.31現在世帯数　

（22年国調）　　　　　　　　（％）

      平成27.3.31現在人口（人）
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消防本部･署

〒959-2003
 阿賀野市安野町

 14番4号

かがやき分署

〒959-2206

 阿賀野市かがやき

 5917番地34
3,903.88 786.60 1,498.73

 鉄骨造2階建

平成26年3月

℡ 0250-68-3007

℡ 0250-62-2058
平成26年3月増改築

5,925.68 1,034.72 1,898.54

 鉄筋コンクリート造

 一部3階建

昭和58年3月

5. 消防庁舎現況

名　称
所在地

構　造
建築年月日

面　積

敷　地　㎡ 建面積　㎡ 延面積　㎡
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　消防団本部

市　長

消防団係

庶務係
総務課

管理係

消防係

機械係
防災課

救急救助係

通信係

予防係
予防課

危険物係

                  6. 消防機構

団事務局

水原方面隊 23分団 

常備分団 

15分団 

24分団 

13分団 

かがやき分署 

本  署 

第2小隊 

第1小隊 

第3小隊 

第3小隊 

消防本部 

第2小隊 第2中隊 

第3中隊 

安田方面隊 

笹神方面隊 

京ヶ瀬方面隊 

女 性 部 

通信指令室 

第1消防分隊 

第2消防分隊 

第1救急分隊 

第2救急分隊

(兼務) 

はしご分隊  

(兼務) 

救助分隊    

(兼務) 

第1中隊 第1小隊 

第1消防分隊 

第2消防分隊 

第1救急分隊 

第2救急分隊

(兼務) 

救助分隊    

(兼務) 

消防署 
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(単位千円）

当初予算額 決 算 額 当初予算額 前年度比較
1,617,392 1,380,647 755,854 △ 861,538
1,617,392 1,380,647 755,854 △ 861,538

619,125 618,879 624,756 5,631
( 2 )  給　  　料 297,379 293,264 ( 2 )  給　  　料 295,734 △ 1,645
( 3 )  職員手当
等

210,481 211,617 ( 3 )  職員手当
等

214,354 3,873
( 4 )　共　済　費 95,437 96,485 ( 4 )　共　済　費 98,412 2,975
( 9 )  旅　  　費 492 626 ( 9 )  旅　  　費 442 △ 50
(11)　需　用　費 11,336 12,894 (11)　需　用　費 12,141 805
(12)　役　務　費 1,047 1,138 (12)　役　務　費 940 △ 107

(16)　原 材 料 費 70 69 (16)　原 材 料 費 79 9
(18)　備品購入費 625 615 (18)　備品購入費 589 △ 36

(27)　公　課　費 501 425 (27)　公　課　費 247 △ 254
53,664 52,650 69,039 15,375

( 1 )  報　　　酬 14,046 13,654 ( 1 )  報　　　酬 14,548 502
( 8 )  報　償　費 50 48 ( 8 )  報　償　費 50 0
( 9 )  旅　  　費 7,973 7,426 ( 9 )  旅　  　費 9,105 1,132
(10)　交　際　費 10 0 (10)　交　際　費 10 0
(11)　需　用　費 5,482 5,211 (11)　需　用　費 7,211 1,729
(12)　役　務　費 2,081 2,057 (12)　役　務　費 1,754 △ 327
(13)　委　託　料 0 70 (13)　委　託　料 0 0

(15)　工事請負費 3,273 3,510 (15)　工事請負費 3,424 151
(18)　備品購入費 0 0 (18)　備品購入費 12,204 12,204

(27)　公　課　費 370 410 (27)　公　課　費 220 △ 150
80,473 89,471 29,035 △ 51,438

( 9 )  旅　  　費 138 137 ( 9 )  旅　  　費 0 △ 138
(11)　需　用　費 9,954 8,368 (11)　需　用　費 13,248 3,294
(12)　役　務　費 3,394 3,058 (12)　役　務　費 3,063 △ 331
(13)　委　託　料 8,302 8,267 (13)　委　託　料 8,481 179

(15)　工事請負費 23,722 27,732 (15)　工事請負費 0 △ 23,722
(18)　備品購入費 30,665 33,372 (18)　備品購入費 0 △ 30,665

(25)  積　立　金 13 12 (25)  積　立　金 0 △ 13
(27)　公　課　費 58 17 (27)　公　課　費 0 △ 58

43,990 42,452 11,121 △ 32,869
( 9 )  旅　  　費 346 334 ( 9 )  旅　  　費 407 61
(11)　需　用　費 4,585 4,086 (11)　需　用　費 4,520 △ 65
(12)　役　務　費 743 640 (12)　役　務　費 611 △ 132
(13)　委　託　料 603 570 (13)　委　託　料 675 72

(18)　備品購入費 33,628 32,728 (18)　備品購入費 355 △ 33,273

(27)　公　課　費 122 125 (27)　公　課　費 67 △ 55

61

0

1,323 216

210

20,217

(19)　負担金補助
　　　及び交付金

3,240 3,299
(19)　負担金補助
　　　及び交付金

3,763 523

4 救 急 業 務 費 4 救 急 業 務 費

(14)　使用料及び
　　　賃借料

723 723 0

(19)　負担金補助
　　　及び交付金

3,120 7,455
(19)　負担金補助
　　　及び交付金

2,920 △ 200

(14)　使用料及び
　　　賃借料

1,107 1,049
(14)　使用料及び
　　　賃借料

666
(14)　使用料及び
　　　賃借料

86

48

3 消 防 施 設 費 3 消 防 施 設 費

2 非常 備消 防費 2 非常 備消 防費

(14)　使用料及び
　　　賃借料

162 147
(14)　使用料及び
　　　賃借料

(19)　負担金補助
　　　及び交付金

(19)　負担金補助
　　　及び交付金

1,813

(14)　使用料及び
　　　賃借料

5 4
(14)　使用料及び
　　　賃借料

5

9 消 防 費
1 消 防 費 1 消 防 費
1 常 備 消 防 費 1 常 備 消 防 費

(19)　負担金補助
　　　及び交付金

1,752 1,737
(19)　負担金補助
　　　及び交付金

20,114 20,303

      7. 消防予算歳出内訳
年　度　別 平 成 26 年 度 平 成 27 年 度

　科　　　目 　科　　　目
9 消 防 費
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1,571 1,633 1,096 △ 475
( 9 )  旅　  　費 1,418 1,066 ( 9 )  旅　  　費 932 △ 486
(11)　需　用　費 140 561 (11)　需　用　費 140 0
(12)　役　務　費 13 5 (12)　役　務　費 24 11

818,364 575,430 20,602 △ 797,762
( 1 )  報　　　酬 48 0 ( 1 )  報　　　酬 48 0
( 3 )  職員手当
等

1,000 435 ( 3 )  職員手当
等

1,000 0
( 4 )　共　済　費 193 162 ( 4 )　共　済　費 209 16
( 7 )  賃　　　金 1,267 1,090 ( 7 )  賃　　　金 1,274 7
(11)　需　用　費 4,969 3,807 (11)　需　用　費 6,765 1,796
(12)　役　務　費 501 453 (12)　役　務　費 561 60
(13)　委　託　料 25,223 14,244 (13)　委　託　料 1,838 △ 23,385

(15)　工事請負費 781,000 550,255 (15)　工事請負費 5,468 △ 775,532
(16)　原 材 料 費 100 6 (16)　原 材 料 費 100 0
(18)　備品購入費 362 271 (18)　備品購入費 △ 362

 7 　山 岳 遭 難 救 助  7 　山 岳 遭 難 救 助
　助 対 策 費 　助 対 策 費
( 9 )  旅　  　費 144 78 ( 9 )  旅　  　費 144 0
(11)　需　用　費 50 49 (11)　需　用　費 50 0
(12)　役　務　費 11 3 (12)　役　務　費 11 0

205 130 205 0

(19)　負担金補助
　　　及び交付金

1,808 3,294
(19)　負担金補助
　　　及び交付金

1,801 △ 7

 6　災 害 対 策 費

(14)　使用料及び
　　　賃借料

1,893 1,408

 6　災 害 対 策 費

(14)　使用料及び
　　　賃借料

 5　水　　防　　費  5　水　　防　　費

1,538 △ 355
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ポ 消

ン 防

プ 吏

車 員

7 80

7 80

7 80

7 80

7 79 1805642.44

2.41

1762.41

576

568

563

注:　ポンプ車数には、ポンプ付き救助工作車１台とはしご車１台を含む。

192.7

8. 消防費と人口･世帯の割合

面積 人口 世帯数

27.53

27.53

2.41

176

2.41

k㎡

44,579 14,214

区分

 年度

年度

23

22

22

24

18,158

    9．消防吏員及びポンプ車の単位当りの

21,904

21,118

25 1,358,190 96,202

k㎡

世帯数

　　　　　　    面積･人口・世帯数

分 面積

ポンプ車１台当り区

人口

住基人口及世帯数

k㎡

面積

人口一人当たりの

 消防費 （円）

人　　口 世　　帯

836,262

1,003,668

30,153

 

960,199

173

2,010

消防費決算額

          （千円）

消防吏員一人当り

 の消防費 （千円）

１世帯当たりの

(3月31日現在)

  消防費　（円）

45,469

2,017

1,982

25

消防吏員１人当り

1,97113,79446,056

574

172

6,435

27.53

2,031

6,496

6,36827.53

23

24

6,555

14,070

6,579192.7

192.7 45,882 13,876

26 192.7

26 1,380,647 30,970 97,132 17,476

192.7 45,043 14,118 27.53

16,977

72,331 12,546

10,45360,625

68,244 12,002
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8231 3 3 33

22

2 7 9

21 1

3

3 2 5

3

合　計

85

82

消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士 合　計

消防士

3331

消防士長

3

消防副士長消防司令

11

5 611 12

　　　分　　　計

20年以上25
年未満

3

14 1

21 26 31

22

118

～ ～

構 成 比

82 6

(％)

100 7

人　　員

10年以上15
年未満

15年以上20
年未満

 　人　　 　年

合計

（3）年　齢　別

区　　　 員     令

2

1 11

25年以上30
年未満

～

36

～

5646

～ ～ ～

55

41

11 11

51

         平成27年4月1日現在

7 7

実員

（2）勤続年数別

階級

年数

１年未満

１年以上２
年未満

1

２年以上３
年未満

３年以上５
年未満

消防司令長 消防司令補

　　　　平成27年4月1日現在

6

20 25 30 35

6

4 4

　10. 消防吏員数　

（1）階　級　別

階級

定員

　　　　　 平成27年4月1日現在

6

55

36
6

５年以上10
年未満

平均

45

～

21 15

～

17

40 50

7

歳

7

35年以上40
年未満

40年以上

1 2

30年以上35
年未満

3

5 5

2

(単位 人) 

(単位 人) 

(人) 
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    階  級  別

大 型 免 許 1 8 31 3 3 19 65
普 通 免 許 1 11 31 3 3 33 82
大 型 特 殊 免 許 1 6 12 1 1 3 24
け ん 引 免 許 1 1
自 動 二 輪 免 許 1 8 19 3 1 6 38
原 付 免 許 5 23 3 2 11 44

3 12 2 5 22
1 11 5 17
1 11 5 17

26 3 3 16 48
1 11 31 3 3 27 76

1 10 3 1 12 27
1 8 1 10
1 10 1 7 19
1 8 1 1 4 15

 第　４　類 1 1
 第　５　類 1 1
 第　１　類 1 1
 第　２　類 1 1
 第　３　類 1 1
 第　４　類 1 1 2
 第　５　類 1 1
 第　６　類 3 6 1 1 1 12
 第　７　類 1 1 2
乙種第１類 1 5 1 7
乙種第２類 1 4 1 6
乙種第３類 1 6 1 1 9
乙種第４類 7 27 3 3 28 68
乙種第５類 1 7 1 1 10
乙種第６類 1 7 1 1 10
丙　　　種 6 4 10

防 火 査 察 専 門 員 5 1 1 7
危 険 物 専 門 員 1 5 6
消防用設備 等専門員 3 3

1 11 31 2 45
1 3 28 32

8 9 17
4 6 1 1 12
2 1 3
2 2 4
3 3 1 1 1 9
2 10 2 3 8 25
4 14 2 3 10 33
1 1

1 5 3 1 10
1 1

1 3 1 1 6
13 2 1 16
3 3

酸素欠乏危険作業主任者
第２種酸素欠乏危険作業主任者

特定化学物質等作業主任者

潜　　　水　　　士
小型移動式クレーン運転技能講習

玉　　掛　　技　　能
２　級　建　築　士

足場の組み立て等作業主任者
乙種火薬類取扱保安責任者

第２級陸上特殊無線技士
第３級陸上特殊無線技士
アマチュア無線技士

アセチレンガス溶接士技能者
１級小型船舶操縦者
２級小型船舶操縦者

11. 消防吏員特殊技能資格取得状況

　                                 　　　　　　　　　　　　　     （平成27年4月1日現在）(単位　人)

司
令
長

司
　
令

司
令
補

士
　
長

副
士
長

消
防
士

計
資 格 区 分

自
動
車
運
転
免
許

一
 
種

予防
技術
資格者

応 急 手 当 指 導 員
ＪＰＴＥＣプロバイダー

消
防
設
備
士

甲
種

乙
　
　
種

ＩＣＬＳコース修了者
ＰＳＬＳコース修了者

危
険
物
取
扱
者

ＭＣＬＳコース修了者

救 急 救 命 士
救 急 Ⅰ 課 程 修 了 者
救 急 Ⅱ 課 程 修 了 者
救 急 標 準 課 程 修 了 者
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【平成 26 年の火災概要】 

 

○ 火災発生件数は 15 件で前年より 7 件の減であった。 

 

○ 火災種別では、建物火災 11 件、車両火災 1 件、林野火災 1 件、その他火災が 2 件で

あった。 

 

○ 焼損棟数は 19 棟で、全焼 2棟、半焼 2棟、部分焼 8棟、ぼやが 7棟であった。 

 

○ 建物火災の焼損床面積は 741 ㎡、焼損表面積は 339 ㎡であった。 

 

○ 損害額は 19,759 千円で、前年比較 1,646 千円の減であった。 

 

○ 出火原因は溶断機、たき火、配線器具、煙突が1件ずつ、配線、電気装置、放火、不明

が 2件ずつ、その他が 3件であった。 

 

○ 死者 1名、負傷者が 2名であった。 



12. 消防通信系統図

119番入電系統図

水原地区

119
Ｎ
Ｔ
Ｔ

消防本部
通信室指令台

安田地区

笹神地区

京ヶ瀬地区

Ｉ Ｐ 電話

救急車積載携帯電話

専用電話
携帯電話

専用ＦＡＸＦＡＸ

指令回線系統図

消防本部
通信室指令台

受令端末装置

安田地区消防団
常備分団阿賀野市消防署

かがやき分署

防災行政無線受令端末

無線系統図

消防用業務無線(デジタル)260ＭＨｚ帯

消防用業務無線(アナログ)150ＭＨｚ帯

電話関係

一般加入電話 消防本部

ＮＴＴ指令車積載携帯電話 医療機関

関係機関等連絡系統図
阿賀野警察署

東日本高速道路株式会社

消防本部
通信指令室指令台

阿賀野市役所・支所・東北電力・医療機関
阿賀野市上下水道局・幹部消防職、団員

阿賀野市役所、一般消防職員、団員

関係機関

情報関係

新潟県救急医療情報センター
広域災害救急医療情報端末

 (インターネット経由)

新潟県防災行政無線電話
（ＦＡＸ・ＴＶ）

庁内回線 

専用回線 

各車載、 携帯局 

消防本部通信指令室基地局 かがやき分署卓上型固定移動局 

専用回線 

一般加入回線(順次指令) 

順次指令 
一般加入回線 

災害発生連絡(電子メール) 

－  21 －



      13. 消防緊急通信指令施設構成 

安田分遣所笹神・京ヶ瀬分遣所

指令伝送ｐｃ

サーバｐｃ

予備サーバｐｃ

自動制御装置

(1号機・2号機)

ＦＡＸ１１９

受信用

指令台

気象観測装置

音声合成ｐｃ

プリンタ

カラープリンタ

スキャナー

ﾃﾞｰﾀﾒﾝﾃｐｃ

ＤＢＸpc

Ｍ
Ｄ
Ｆ

NTT

光
終
端

装
置

IP-VPN

事業者
交換機

直流電源装置(48V)

無停電電源装置

LAN

携帯・固定・IP電話

（119番）

アナログ無線設備１５０ＭＨｚ

位置情報pc

新潟県防災行政無線ＦＡＸ

自動出動装置
地図検索装置
（主席）

自動出動装置
地図検索装置
（副席）

G
R
A
N
C
A
ST

長時間録音装置

支援情報

表示モニタ
車両運用

表示盤
多目的情報
表示モニタ

表示盤pc

音声合成
順次指令装置

阿賀野市消防署

ＦＡＸ１１９

デジタル無線管理監視ｐｃ

デジタル無線設備２６０MHz

かがやき分署 阿賀野市消防署 
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（Ｗ）

5 基地

10 卓上固定

あがのしき 1 10 車載 指令車  

あがのしき 2 10 車載 指揮支援車

あがのぽんぷ 1 10 車載 ポンプ車

あがのぽんぷ 5 10 車載 ポンプ車

あがのたんく 1 10 車載 タンク車

あがのれすきゅー 1 10 車載 救助工作車

あがのはしご 1 10 車載 はしご車

あがのしょうぼう 15 10 車載 広報車

あがのしょうぼう 16 10 車載 人員輸送車

あがのきゅうきゅう 1 10 車載 救急車

あがのきゅうきゅう 3 10 車載 救急車

あがのぽんぷ 2 10 車載 ポンプ車

あがのぽんぷ 3 10 車載 ポンプ車

あがのきゅうきゅう 2 10 車載 救急車

あがのきゅうきゅう 5 10 車載 救急車

あがのたんく 2 10 車載 団ポンプ車

あがのしき 20 5 携帯

あがのしき 21 5 携帯

あがのしき 22 5 携帯

あがのしき 23 5 携帯

あがのしき 60 5 携帯

あがのしき 61 5 携帯

あがのしき 62 5 携帯

あがのしき 63 5 携帯

あがのしき 65 5 携帯

あがのぽんぷ 30 5 携帯

あがのぽんぷ 31 5 携帯

あがのぽんぷ 34 5 携帯

あがのたんく 32 5 携帯

あがのたんく 33 5 携帯

あがのれすきゅー 40 5 携帯

あがのれすきゅー 41 5 携帯

あがのはしご 42 5 携帯

あがのはしご 43 5 携帯

かがやき分署

14. 無線局の配備状況

出力 種別 移動体

阿賀野市消防本部

備　　　考配置場所

区分

識別信号

阿賀野市消防本部

あがのしょうぼうほんぶ

あがのしょうぼう901

デジタル方式(アナログ方式併設)

デジタル方式(アナログ方式併設)

デジタル方式

デジタル方式(アナログ方式併設)

デジタル方式

デジタル方式(アナログ方式併設)

阿賀野市消防本部

デジタル方式

阿賀野市消防本部

デジタル方式(アナログ方式併設)

デジタル方式

デジタル方式(アナログ方式併設)阿賀野市消防本部

デジタル方式

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

デジタル方式

デジタル方式

デジタル方式

デジタル方式

デジタル方式(アナログ方式併設)

デジタル方式(アナログ方式併設)

デジタル方式(アナログ方式併設)

デジタル方式(アナログ方式併設)

デジタル方式

デジタル方式(アナログ方式併設)

デジタル方式

デジタル方式

デジタル方式(アナログ方式併設)

デジタル方式

デジタル方式

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

デジタル方式

デジタル方式

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

かがやき分署

デジタル方式

デジタル方式

阿賀野市消防本部

かがやき分署

デジタル方式

デジタル方式

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

かがやき分署

かがやき分署

安田常備分団器具置場

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

デジタル方式

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部 デジタル方式

デジタル方式

デジタル方式
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あがのきゅうきゅう 50 5 携帯

あがのきゅうきゅう 52 5 携帯

あがのしょうぼう 70 5 携帯

あがのしょうぼう 71 5 携帯

あがのしょうぼう 72 5 携帯

あがのしょうぼう 74 5 携帯

あがのしき 64 5 携帯

あがのぽんぷ 35 5 携帯

あがのぽんぷ 36 5 携帯

あがのぽんぷ 37 5 携帯

あがのぽんぷ 38 5 携帯

あがのたんく 39 5 携帯

あがのきゅうきゅう 51 5 携帯

あがのきゅうきゅう 53 5 携帯

あがのしょうぼう 73 5 携帯

あがのしょうぼう 9 10 車載 団積載車

あがのしょうぼう 13 10 車載 資材搬送車

あがのしょうぼう 17 10 車載 連絡車

あがのしょうぼう 18 10 車載 連絡車

あがのしょうぼう 19 10 車載 連絡車

あがのしょうぼう 100 携帯

あがのしょうぼう 101 携帯

あがのしょうぼう 102 携帯

あがのしょうぼう 103 携帯

あがのしょうぼう 104 携帯

あがのしょうぼう 105 携帯

あがのしょうぼう 106 携帯

あがのしょうぼう 107 携帯

あがのしょうぼう 108 携帯

あがのしょうぼう 109 携帯

あがのしょうぼう 110 携帯

あがのしょうぼう 112 携帯

あがのしょうぼう 113 携帯

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

移動体 　備　　　考

識別信号

配置場所
区分

種別
出力

デジタル方式

デジタル方式

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

デジタル方式

阿賀野市消防本部

デジタル方式

アナログ方式

アナログ方式

アナログ方式

デジタル方式

阿賀野市消防本部 デジタル方式

（Ｗ）

デジタル方式

デジタル方式

阿賀野市消防本部 デジタル方式

阿賀野市消防本部 デジタル方式

阿賀野市消防本部

デジタル方式

かがやき分署

かがやき分署

かがやき分署

かがやき分署

かがやき分署

かがやき分署 デジタル方式

かがやき分署 デジタル方式

かがやき分署

阿賀野市消防本部

アナログ方式

阿賀野市消防本部

かがやき分署

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部 アナログ方式

アナログ方式

アナログ方式

アナログ方式

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

アナログ方式

アナログ方式

アナログ方式

アナログ方式

アナログ方式

アナログ方式

アナログ方式

アナログ方式

アナログ方式

アナログ方式

かがやき分署 デジタル方式

阿賀野市消防本部

デジタル方式

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部

阿賀野市消防本部
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購入 ポンプ名

年月 型式

モリタ CAFS 水600Ｌ

ＣＤ－Ⅰ 緊援隊補助

モリタ 水2,000L

水－Ⅱ 防衛庁補助事業

野口

ＣＤ－Ⅰ

モリタ ポンプ搭載

ＭＥ-5 24Ｍ級

モリタ ポンプ搭載

ＲⅡ型 緊援隊補助

モリタ

ＣＤ－Ⅰ

モリタ CAFS 水600Ｌ

ＣＤ－Ⅰ 防衛省補助事業

予備車両

日本赤十字社

15. 消防車両一覧

平成27年4月1日現在

所属 無線呼出名称 車種 車名 登録番号 摘要

あ が の た ん く 1 水槽付ポンプ車 日野 新潟　800　は　　575 H16.3

あがのぽん ぷ1 普通ポンプ車 日野 新潟　800　す　7219 H26.12

H10.9

あ が の し き １ 指令車 三菱 新潟　800　さ　7653 H16.3

あがのぽん ぷ5 普通ポンプ車 日野 新潟　800　さ　　411

あ が の は し ご １ 梯子付ポンプ車 日野 新潟　800　は 　674 H17.3

あがのれすきゅー1 救助工作車 日野 新潟　800　は　1327 H24.3

あがのきゅうきゅう 1 救急車 トヨタ 新潟　800　す　7292 H27.2

あがのきゅうきゅう 3 救急車 トヨタ 新潟　800　す　2319 H20.10 高規格

トヨタ 新潟　　57　も　7413 H5.5

高規格 防衛省補助事業

緊援隊補助

１ＢＯＸワゴン

あがのしょうぼう13 資材搬送車 三菱 新潟　　45　せ　6520 H10.3 トラック型

あがのしょうぼう16 人員輸送車

普通ライトバン

あ が の し き 2 広報車 トヨタ 新潟　800　さ　  267 H10.7 2 Ｂ

スバル 新潟　  41　さ　2837 H14.4

指揮支援車

あがのしょうぼう15 連絡車 トヨタ 新潟　400　と　  760 H23.10

あがのしょうぼう18 連絡車 スバル 新潟　  41　す　4947 H15.4

あがのしょうぼう17 連絡車

か
が
や
き
分
署

あがのぽん ぷ2 普通ポンプ車 いすゞ 新潟　800　さ　3825 H13.3

救急車 H26.3

可搬ポンプ積載

あ が の ぽ ん ぷ 3 普通ポンプ車 日野 新潟　800　す　4200 H23.3

高規格

あがのきゅうきゅう2 救急車 トヨタ 新潟　800　さ　9132 H17.7 2Ｂ

トヨタ 新潟　800　す　6664

日本消防協会
より寄贈

火災損害保険号

あがのきゅうきゅう5

消
防
本
部
・
署

あがのしょうぼう19 連絡車 ダイハツ 新潟　 41　こ　1305  H13.5 
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区分 備　考

自 動 心 臓 マ ッ サ ー ジ 器 3 コムスタッド、ルーカス×2

陰 圧 式 固 定 用 具 4セット

加 湿 酸 素 吸 入 装 置 4

人 工 呼 吸 器 3 オキシログ、アンサー×2

シ ョ ッ ク パ ン ツ 3

吸 引 器 4 電池式

パ ル ス オ キ シ メ ー タ ー 5

電 子 体 温 計 4

電 子 血 圧 計 4

手 動 式 人 工 呼 吸 器 6

心 肺 蘇 生 用 背 板 3

レ ス キ ュ ー シ ザ ー 5

ス ク ー プ ス ト レ ッ チ ャ ー 4

喉 頭 鏡 4 マギール鉗子付

エ ア ウ ェ イ 複数 気管挿管、ＬＴ、ＬＭ、経鼻、経口

救 命 浮 輪 7

救 急 車 内 消 毒 器 3

ベ ッ ド サ イ ド モ ニ タ ー 4 観察用

除 細 動 器 5 日本光電・レ－ルダル　単相性１・二相性4

A E D 2 日本光電　二相性2

携 帯 電 話 4 ＮＴＴドコモ（デジタル）

耐 電 手 袋 1

リ ト ル ア ン （ 4 体 セ ッ ト ） 6

レコーディン グレサシ ジュニア 1 （訓練用人形）レ－ルダル

レ コ ー デ ィ ン グ レ サ シ ベ ビ ー 2 （訓練用人形）レ－ルダル、ヤガミ

気 道 確 保 ト レ ー ナ ー 1 レ－ルダル

I . V ト レ ー ナ ー 2 （腕用）レールダル

酸 素 ボ ン ベ

〃 11 10Ｌ

多 数 傷 病 者 用 救 急 セ ッ ト 1 20人用

トリアージシート（4色） 複数

点 滴 用 ス タ ン ド 4

オ キ シ ク リ ッ プ 5

ハ イ テ ク バ ッ ク ボ ー ド 一 式 5

全 自 動 高 圧 蒸 気 滅 菌 装 置 2

エ ア ウ ェ イ ス コ ー プ 1

S t a t V e I n 1 静脈可視化装置

電 子 体 温 計 4 低体温測定可能

16. 特殊機器等保有状況

品　名 数　量

救
　
　
　
　
　
急
　
　
　
　
　
機
　
　
　
　
　
器
　
　
　
　
　
材
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区分 備　考

か ぎ 付 は し ご 2

三 連 梯 子 6

金 属 製 折 り た た み 梯 子 又 は ワ イ ヤ 梯 子 1

空 気 式 救 助 マ ッ ト 1 ソフトランディングエアマット

救 命 索 発 射 銃 2 M‐300型、M3
サ バ イ バ ー ス リ ン グ 又 は 救 助 用 縛 帯 8 ピタゴール等

平 担 架 1 バックボード

カ ラ ビ ナ 70 スーパー12含む

滑 車 5

油 圧 ス プ レ ッ ダ ー 1 オグラマルチ

可 搬 ウ ィ ン チ 1 TU-16

ワ イ ヤ ロ ー プ 15

マ ン ホ ー ル 救 助 器 具 1

油 圧 切 断 機 2 オグラマルチ

エ ン ジ ン カ ッ タ ー 1 スチール

ガ ス 溶 断 機 1 ペトロカッター

チ ェ ー ン ソ ー 1 スチール

鉄 線 カ ッ タ ー 10

万 能 斧 10 弁慶、斧、ツルハシ

ハ ン マ ー 6 ポンコツ、掛矢

携 帯 用 コ ン ク リ ー ト 破 壊 器 具 1 ストライカー

可 燃 性 ガ ス 測 定 器 1 GX-2003

有 毒 ガ ス 測 定 器 1 GX-2003

酸 素 濃 度 測 定 器 1 GX-2003

空気呼吸器（予備ボンベ含む） 40

空 気 補 充 用 ボ ン ベ 76

革 手 袋 5

耐 電 手 袋 13

耐 電 用 具 一 式 6 耐電衣、耐電ズボン、耐電長靴

安 全 帯

防 塵 メ ガ ネ 5

防 毒 マ ス ク 5 S-CAP2、サカヰ式3

携 帯 警 報 器 5 レスキューコール

流 水 救 助 器 具 一 式 5

救 命 胴 衣 30 ライフジャケット、ＰＦＤ5

救 命 浮 環 8

救 命 ボ ー ト 2 アキレスゴムボート、アルミボート

船 外 機 1 トーハツ：20馬力

登 山 器 具 一 式 9 静脈可視化装置

バ ス ケ ッ ト 担 架 2

検
知
・
測
定

呼
吸

保
護

用
器

具

隊
員
用
保
護
用
具

水
難
救
助
用
具

山
岳

品　名 数　量

一

般

救

助

器

具
重
量
物
排
除
用

切
断
用
器
具

破
壊
用
機

器
材
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区分

10

6

11

46

3

4

7

1

1

1

1

1

1

1

9

1

基準 基準以下 基準以下 基準 基準以下

134 318 34 14

166 200 9

108 216 5

92 200 32 4

500 934 66 32

　　ポーターライト7

　　各車両

　　ゴージャッキ

そ
の
他
救
助
用
器
具

投 光 器 一 式

携 帯 投 光 器

携 帯 拡 声 器

携 帯 無 線 機

応 急 処 置 用 セ ッ ト

車 両 移 動 器 具

発 電 機

合　計 88 21 1

笹神地区 15 7

京ヶ瀬地区 5 7

水原地区 15 2 1

安田地区 53 5

区分 消火栓 防火水槽 防火井戸 その他

地区別 基準 基準以下 基準

17. 消防水利の状況

呼
吸

防 塵 マ ス ク 　 カムホエリート3

送 排 風 機

　 ホルマトロ

空 気 切 断 機

破
壊

削 岩 機

ハ ン マ ド リ ル

ホルマトロ

切
断
用

空 気 鋸

大 型 油 圧 切 断 機

品　名 数  量 備　考

重
量
物

マ ッ ト 型 空 気 ジ ャ ッ キ 一 式 ホルマトロ

大 型 油 圧 ス プ レ ッ ダ ー
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48

1

1,705,910

19,759

負傷者数

6,527

99

2

 （1）  出火件数

18. 火災統計

区分

全国（概数）

死者数

1,675

損害額（千円）

79,333,320

出火件数

43,632

新   潟   県

阿 賀 野 市

（2）　原因別出火状況

 （3）　月別出火状況

632

15

0 

1 

2 

3 

溶断機 電気装

置 

たき火 煙突 配線 配線器

具 

不明 放火 その他 

件数 1 2 1 1 2 1 2 2 3 

（件数） 

件数 

0 

1 

2 

3 

4 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

（出火件数） 

出火件数 
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（4）  曜日別出火状況

（5）  時間帯別出火状況

日 月 火 水 木 金 土 

件数 0 1 4 5 0 2 3 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

件数 

0 

1 

2 

3 

0～ 1～ 2～ 3～ 4～ 5～ 6～ 7～ 8～ 9～ 10～ 11～ 12～ 13～ 14～ 15～ 16～ 17～ 18～ 19～ 20～ 21～ 22～ 23～ 

件数 

時間帯 
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（6）　気象別出火状況

天　 候

   湿　度(相対）

晴 

6件・
曇 

9件・

0 1 2 3 4 5 6 

0～40% 

41～50% 

51～60% 

61～70% 

71～80% 

81～90% 

91%以上 

0～40% 41～50% 51～60% 61～70% 71～80% 81～90% 91%以上 

回数 1   2 3 2 2 5 

回数 

  

晴 

曇 
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風　　向

静

穏 
北 

北

北

東 

北

東 

東

北

東 

東 

東

南

東 

南

東 

南

南

東 

南 

南

南

西 

南

西 

西

南

西 

西 

西

北

西 

北

西 

北

北

西 

回数   2 1   2       4 1 1 1 1 1 1     

0 

1 

2 

3 

4 

5 

回数 
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損 害 額

(千円)

1 建物 3 月 2 5 日 7:41 水原 配線 1  2,055

2 林野 4 月 1 5 日 13:35 笹神 溶断機  586

3 建物 4 月 2 3 日 17:16 安田 電気装置 1 2  4,917

4 その他 4 月 3 0 日 12:24 笹神 その他 1 21

5 建物 4 月 2 6 日 16:55 水原 電気装置 1 30

6 建物 5 月 1 0 日 20:30 水原 その他 1  384

7 建物 6 月 4 日 10:10 水原 不明 1 147

8 建物 6 月 2 5 日 3:20 水原 放火 1 5

9 その他 6 月 2 7 日 7:30 笹神 たき火 44

10 建物 7 月 1 8 日 7:29 水原 配線器具 1 2

11 建物 7 月 2 2 日 13:32 水原 その他 1 70

12 建物 9 月 1 6 日 20:32 笹神 配線 1

13 建物 9 月 1 7 日 16:04 京ヶ瀬 不明 1 3 2 1 1 7,796

14 車両 1 0 月 2 7 日 20:00 安田 放火 1 36

15 建物 1 2 月 2 0 日 6:20 水原 煙突 1 3,666

建　物
１１件

水原　8 焼損床面積 741 ㎡

林　野
１件

安田　2 焼損表面積 339 ㎡

車　両
１件

笹神　4 林　野 170 a

その他
2件

京ヶ瀬 1 車　両 2 台

その他 0 ㎡

225(49)

1台

6（97）

発
　
生
　
番
　
号

火
　
災
　
種
　
別

出
　
火
　
月
　
日 （㎡）

74（185）

出
　
火
　
地
　
区

出
　
火
　
原
　
因

面　積

432

（3）

（3）

　　　　　　　　　　　　　　　　 (　）内は焼損表面積

19,7591計 7 22 82

（7)  平成26年火災記録明細表

死 者 数焼  損  棟  数出
　
火
　
時
　
刻

ぼ
　
　
　
や

半
　
　
　
焼

部
　
分
　
焼

全
　
　
　
焼

死
　
　
　
者

負
　
傷
　
者

(1)

　

焼　損

3

（１）

170ａ

1・1台
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計
建
 

物

林
 

野

車
 

両

そ
の
他

計
全
 

焼

半
 

焼

部
分
焼

ぼ
 

や
計

全
 

損

半
 

損

小
 

損
計

死
 

者

負
傷
者

1 1 1 1 6 2 4 20

4 2 1 1 5 1 3 1

1 1 1 1

3 2 1 2 1 1 2 2 3

2 2 2 2 2 2 9

2 2 7 1 3 3 3 1 2 14 2 1 1

1 1 1 1

1 1 1 1 1 1 2

15 11 1 1 2 19 2 2 8 7 14 3 1 10 48 3 1 2

22 17 1 4 18 6 5 7 12 4 8 32 3 3

15 11 1 1 2 19 2 2 8 7 14 3 1 10 48 3 1 2

△ 7 △ 6 1 △ 2 1 △ 4 2 3 2 △ 1 1 2 16 1 △ 1

（8）  月別火災発生状況

種
別

月
別

火   災   件   数 焼   損   棟   数 り 災 世 帯 数
り
災
人
員

死傷者数

1

2

3

4

5

6

計

25年

26年

増減

7

8

9

10

11

12
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(㎡)

74 (185) 1,564 491 2,055

432 (4) 17,000 3,714 1,234 586 20 5,554

(3) 320 64 384

4 151 1 44 196

(1) 70 2 72

225 (49) 6,950 842 4 7,796

36 36

6 (97) 2,540 1,126 3,666

741 (339) 17,000 15,309 3,759 586 37 68 19,759

729 14.7 6,000 17,709 3,641 16 39 21,405

741 339 17,000 15,309 3,759 586 37 68 19,759

12 324.3 11,000 △ 2,400 118 586 21 29 △ 1,646

損害額（千円）焼損面積

林
 

野

収
容
物

建
 

物

そ
の
他

林
野

建           物

5

6

7

建
 

物

（㎡）

　                 (  )内は焼損表面積

合
 

計

そ
の
他

車
 

両月
別

種
別

1

2

3

4

8

9

26年

増減

11

12

計

25年

10
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8 1 1 1 11

1 1

1 1

2 2

8 2 4 1 15

1 1 2

2 2

2 2 1 3 8

4 1 2 7

8 3 2 6 19

84 432 225 741

(287) (3) (49) （339）

170 170

1 1 　 2

 

建　   物 4,675 3,683 1 6,950 15,309

収 容 物 1,683 1,234 842 3,759

586 586

1 36 37

64 4 68

（千円） 6,359 4,953 651 7,796 19,759

11 3 14

34 14 48

1 1

 1 1 2

24(10) 5(13) 19(20)・ヘリ１ 5(2) 53(45)・ヘリ１

9 4(2) 5(2)・ヘリ1 3 21(4)・ヘリ1

109 22 75 28 234

50 18 36 33 137

笹神地区、林野火災に新潟県防災ヘリを要請。

車　 　　両

そ　の　他

※1 （　）は、焼損表面積　　　　　　※2　出火率 人口１万人当たりの出火件数　　　　　　※3  （　）は、消防団の車両

※１　　建　　物　（㎡）

損
 

害
 

額

※3　 出  　動  　台　 数

　　　林　　野　（a)

　　　　　　　　　　　　地　区

　項　目

部　分　焼

死　　     　者

計

車       両

笹神地区 京ヶ瀬地区

建
物

※3　 放  　水  　台 　数

そ  の  他

ぼ　 　　や

焼
損
棟
数

半　 　　焼

水原地区

建　　 　物

吏　員　出　動　数

負  　傷　  者

計

林       野

計

その他（㎡）

　　　　車　　両　（台）

り  　災  　世　 帯

り  　災　  人　 員

焼
損
面
積

団　員　出　動　数

※2　　出　　　 火　   　率

　（9）  平成26年地区別火災記録明細表

出
火
種
別

林　　 　野

全　 　　焼

合計安田地区

3.3
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水原地区
15,171
1,980

4,953

39,468
6,885
6,359

　　　計　（件）

28,247

5,853

損　害　額

平成24年
平成25年
平成26年

平成22年
平成23年

計 69,863
19,759

196,671

168 17,042
39,160 78,806
1,195

651 7,796
29,212 69,349

22
15
7520

京ヶ瀬地区
6,178

14,733
21,030

12
13
133

7 5
4 1

3

京ヶ瀬地区
1 1
5 3

笹神地区
4

安田地区

平成23年
平成24年

1
0

火災発生件数

（10）  火災状況（過去5年）

計

水原地区
6
4
7
5
8

30 12

178
7,472

安田地区
17,280

161

笹神地区

0

　　　　計　　(千円）
59,659

21,405

平成22年

13
2
5平成25年

平成26年

0 

1 

2 

3 

4 
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【平成 26 年の概況】 

○ 危険物施設について 

  平成 26 年度末の施設数は、294 施設で前年度比較 2施設の減であった。 

 

○ 危険物施設の立入検査について 

  平成 26 年度末の 294 施設に対し、年間計画に基づき 3月末までに、延べ 244 

  回の立入検査を実施した。 

  また、危険物安全管理週間中に、安全協会役員と合同で施設の安全管理に関 

する意識の向上と災害防止を図るため、特別立入検査を実施した。 

 

○ 防火対象物の立入検査について 

  延べ面積 150 ㎡以上の防火対象物の総数 1,612 のうち年間計画に基づき消防 

  用設備義務設置の対象物 1,299 について、延べ 743 回の立入検査を実施した。 

 

○ 確認申請の受理件数 

前年度 110 件に対し、今年度 80 件で、前年度比較 30 件の減となった。令別表第 

1 用途別に見ると、前年度 30 件に対し今年度は 39 件で 9件の増となった。 

住宅については、前年度 9件に対し今年度は 8件で 1件の減となった。 

      都市計画区域内(準防火地域を除く)で、一般住宅の消防同意は、通知書に改めら 

れている。 
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(3)  製造所等の許可・完成検査・廃止等の状況
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項
に
該
当
し
な
い
事
業
場

16

8

13

車
両
の
停
車
場
の
類

12
イ

14

2

（四）

10

8

11

（九）

8 10 117
9

平成27年3月31日現在

合
　
　
　
　
　
計

15

2

公
衆
浴
場
の
う
ち

、
蒸
気
浴
場

、
熱
気
浴
場
の
類

・

（五）
イ

倉
庫

イ
に
掲
げ
る
公
衆
浴
場
以
外
の
公
衆
浴
場

25

12

地
　
区
　
別

水 原 地 区

安 田 地 区

防  火  対  象  物  の  

計

図
書
館

、
博
物
館

、
美
術
館
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

自
動
車
車
庫
又
は
駐
車
場

・

  消  防  用  設  備  の

  区                      分

安 田 地 区

笹 神 地 区

地
　
区
　
別

水 原 地 区

京ヶ瀬地区

8

区                       分  

計

地
　
区
　
別

水 原 地 区

京ヶ瀬地区

2

3

22

笹 神 地 区

京ヶ瀬地区

安 田 地 区

24

計

笹 神 地 区

2

3
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対象物

合　 計 合計 水原地区 安田地区 笹神地区 京ヶ瀬地区

1,612 743 273 269 131 70

イ 劇場､映画館、演劇場又は観覧場 2 2 1 1

ロ 公 会 堂 又 は 集 会 場 20 20 9 7 3 1

イ
キャバレー、カフェー、ナイトクラブその他
これらに類するもの

ロ 遊 技 場 又 は ダ ン ス ホ ー ル 6 5 2 3

ハ 性風俗関連特殊営業を営む店舗

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等 2 2 1 1

イ 待合、料理店その他これらに類するもの 18 18 10 3 3 2

ロ 飲 食 店 19 15 4 7 4

4
百貨店、マーケットその他の物品販売業
を営む店舗又は展示場

60 43 31 7 1 4

イ
旅館、ホテル又は宿泊所その他これらに
類するもの

36 36 1 11 24

ロ 寄 宿 舎 、 下 宿 又 は 共 同 住 宅 122 43 24 16 2 1

イ 病 院 、 診 療 所 又 は 助 産 所 20 10 5 3 2

ロ 老人短期 入所 施設 、救 護施 設等 16 16 6 6 2 2

ハ 老人ディサービスセンター、保育所等 35 32 15 9 6 2

ニ 幼 稚 園 、 又 は 特 別 支 援 学 校 6 6 2 1 3

7 小、中、高、大学校等各種学校の類 36 30 15 3 9 3

8
図書館、博物館、美術館その他これらに
類するもの

5 5 2 1 1 1

イ 公衆浴場のうち蒸気浴場、熱気浴場の類

ロ イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場 3 3 2 1

10 車 両 の 停 車 場 の 類 2 1 1

11 神社、寺院、教会その他これらに類するもの 55 39 19 10 6 4

イ 工 場 又 は 作 業 場 348 174 52 62 33 27

ロ 映 画 ス タジ オ又 はテ レビ スタ ジオ

イ 自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場 16 10 4 4 2

ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫

14 倉 庫 218 78 29 34 9 6

15 前 各 項 に 該 当 し な い 事 業 所 368 120 27 65 20 8

イ
(一)～(四)、(五)イ、(六)、（九)イが存する
複合用途防火対象物

131 22 12 5 2 3

ロ イに掲げる以外の複合用途防火対象物 68 13 2 7 3 1
16

2

6

9

(3)  防火対象物立入検査の状況  

平成27年3月31日現在

                                地 区 別

 別表第１区分

12

13

合　　　　　　　　　　　計

立　　入　  検　　査　　回　　数

3

5

1
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          月 別

 設 備

計 24 2 4 1 1 3 1 1 1 1 6 1 2

屋内消火栓設備 2 1 1

スプリンクラー設備 1 1

不活性ガス消火設備 1 1

粉末消火設備 1 1

屋外消火栓設備 3 1 1 1

自動火災報知設備 14 1 3 1 1 1 1 1 3 2

火災通報装置 1 1

パッケージ型消火設備 1 1

          月 別

 設 備

計 60 5 4 9 1 11 4 1 6 9 1 2 7

消火器具 13 1 1 1 3 1 4 1 1

屋内消火栓設備 3 1 1 1

粉末消火設備 2 1 1

屋外消火栓設備 3 1 2

自動火災報知設備 23 1 1 4 2 1 1 4 3 1 1 4

火災通報装置 1 1

非常警報設備 2 1 1

誘導灯 8 1 1 3 1 1 1

誘導標識 2 1 1

消防用水 1 1

パッケージ型消火設備 1 1

非常電源設備 1 1

311 12 1 2

平成26年度

（5)  消防用設備等設置届受理状況

計 4 5 6 7 8 9 10

平成26年度

（4)  消防用設備等着工届受理状況

11 12 1 2計 34 5 106 7 8 9
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平成26年度

月
 
計

 
区
 
分

 
防
火
対
象
物
使
用
開
始

 
道
　
路
　
工
　
事

 
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行
為

 
催
　
物
　
開
　
催

 
ボ
イ
ラ
ー
・

炉
・

か
ま
ど
設
置

 
少
量
危
険
物
貯
蔵

 
液
化
石
油
ガ
ス
貯
蔵

 
煙
火
打
上
げ

 
変
電
設
備
等
設
置

 
指
　
定
　
可
　
燃
　
物

水
素
ガ
ス
を
充
填
す
る
気
球
の
設
置

　
露
店
等
の
開
設
届
出
書

18 150 38 7 10 27 7 28 16 26

1 9 1 1 1

2 1 1 4 2

1 4 1 1 1 6 1 1

17 1 1 1 1 1 3 4

2 16 1 3 1 13 9

2 25 2 1 2 1 2

26 2 2 4 4 1 6

3 16 3 6 2 1 1

3 9 3 2 7

2 11 15 1 1 2

2 15 1 2 4 1 1

11 4 2 1 1 1

11 32

10 45

3 20

月
 
別

1 32

2 26

6 16

7 29

12

8 45

24

9 35

年計 327

(6)  火災予防条例施行規則に基づく届出状況

4 13

5 10
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イ 劇場､映画 館、 演劇 場又 は観 覧場

ロ 公 会 堂 又 は 集 会 場 1 1

イ
キャバレー、カフェー、ナイトクラブその
他これらに類するもの

ロ 遊 技 場 又 は ダ ン ス ホ ー ル

ハ 性 風 俗 関 連 特 殊 営 業 を 営 む 店 舗

二
カラオケボックスその他遊興のための設備
又は物品を個室において客に利用させる
役務を提供する業務を営む店舗

イ 待合、料理店その他これらに類するもの

ロ 飲 食 店 1 1

4
百貨店、マーケットその他の物品販売
業を営む店舗又は展示場

1 1

イ
旅館、ホテル又は宿泊所その他これら
に類するもの

ロ 寄 宿 舎 、 下 宿 又 は 共 同 住 宅 2 2 4

イ 病 院 、 診 療 所 又 は 助 産 所 1 1

ロ 特 別 老 人 ホ ー ム 、 救 護 施 設 等 1 1 2

ハ 老人デイサービス、盲学校、養護学校等 1 2 1 4

二 幼 稚 園 又 は 特 別 支 援 学 校 1 1

7 小、中、高、大学校等各種学校の類

8
図書館、博物館、美術館その他これら
に類するもの

イ 公衆浴場のうち蒸気浴場、熱気浴場の類

ロ イに掲げる公衆浴場以外の公衆浴場

10 車 両 の 停 車 場 の 類

11
神社、寺院、教会その他これらに類す
るもの

2 2

イ 工 場 又 は 作 業 場 1 6 1 8

ロ 映 画 ス タ ジ オ 又 は テ レ ビ ス タ ジ オ

イ 自 動 車 車 庫 又 は 駐 車 場

ロ 飛行機又は回転翼航空機の格納庫

14 倉 庫 2 4 6

15 前 項 に 該 当 し な い 事 業 所 6 1 1 8

イ
(一)～(四)、(五)イ、(六)、（九)イが存す
る複合用途防火対象物

ロ イに掲げる以外の複合用途防火対象物

小 計 13 16 9 1 39

そ の 他 13 6 13 1 33

専 用 住 宅 5 2 1 8

合 計 31 24 23 2 80

52 29 22 7 110

1

前　 年　度  合　 計

2

6

13

5

16

12

3

9

21. 建築確認申請同意処理状況

平成26年度

計
水　原
地　区

安　田
地　区

京ヶ瀬
地　区

地区別

（1）  用途別同意件数

笹　神
地　区別表第１区分
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地区別

構造別

木 造 1 階 建 9 7 10 1 27

木 造 2 階 建 12 9 4 25

木 造 3 階 建

木 造 一 部 鉄 骨 造

木 造 一 部 鉄 骨 造 2 階 建

鉄筋コンクリート1階建

鉄筋コンクリート2階建

鉄筋コンクリート3階建

鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 地 階 1 1

鉄 骨 造 1 階 建 3 5 5 13

鉄 骨 造 2 階 建 2 1 3

鉄 骨 造 3 階 建 1 1

鉄 骨 造 4 階 建 1 1

鉄 骨 造 6 階 建

鉄骨造一部ブロック造2階建

鉄骨造一部鉄筋コンクリート4階建 1 1

軽 量 鉄 骨 造 1 階 建 3 3

軽 量 鉄 骨 造 2 階 建

コンクリートブロック造1階建

木 質 系 2 階 建

木造一部鉄筋コンクリート2階建

鉄 骨 一 部 木 造 1 階 建

鉄骨軸組グレース構造1階建

鉄筋コンクリート一部鉄骨造3階 1 1

ア　 ル　 ミ　 造 　1 　階 　建 3 3

鉄筋コンクリート一部鉄骨造一部木造2階建

そ の 他 1 1

計 31 24 23 2 80

(2)  構造別同意件数

平成26年度

水　原
地　区

安　田
地　区

笹　神
地　区

京ヶ瀬
地　区

合計
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地　区  別

 工  事  別

新             築 21 18 18 57

改             築 2 1 1 1 5

増             築 6 3 2 1 12

移             築 1 1

用   途   変   更 1 1 2

計   画   変   更 1 2 3

大 規 模 の 修 繕 、 増 築

そ の 他 ( 工 作 物 ）

計 31 24 23 2 80

(3)  工事別同意件数
平成26年度

合   計

不同意件数　なし

水  原
地　区

安  田
地　区

笹  神
地　区

京ヶ瀬
地　区
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【平成 26 年の概況】 

救  急 

○ 出場件数1,686件、前年比較18件増、搬送人員1,501人、前年比較32人増となった。 

○ 搬送人員のうち、高齢者が 968 人、前年比較 57 人増、全体の 64.5％を占めている。 

○ 搬送人員のうち、軽症が 778 人、前年比較 29 人増、全体の 51.8％を占めている。 

○ 収容状況は、搬送人員の 77.5％が管外の医療機関に収容されている。 

 

 

救  助 

○ 出動件数 29 件で、交通事故 17 件、水難事故 4 件、機械による事故 1 件、その他 7 件

であった。 

活動件数は交通事故 11 件、水難事故 2件、その他 4件であった。 



22. 救急統計

（1）出場件数、搬送人員状況(過去5年間)

（3）傷病者の住所別搬送状況

（2）主な事故種別割合(過去5年間)

63.9% 

62.8% 

62.6% 

64.4% 

64.4% 

9.8% 

11.0% 

9.5% 

9.1% 

8.4% 

11.9% 

12.8% 

13.0% 

12.0% 

13.2% 

14.5% 

13.4% 

14.9% 

14.5% 

13.9% 

平成22年 

平成23年 

平成24年 

平成25年 

平成26年 

急病 交通事故 一般負傷 その他 

22年 23年 24年 25年 26年 

出場件数 1,500 1,536  1,593  1,668  1,686  

搬送人員 1,372 1,376  1,437  1,469  1,501  

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

1,200 

1,400 

1,600 

1,800 

管内に居住する者 

90.6% 

管外に居住する者 

9.4% 
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火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

災

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

そ

の

他

出動件数 143 12 20 1 95 15

搬送人員 130 12 18 1 84 15

出動件数 115 6 18 5 81 5

搬送人員 99 5 17 4 68 5

出動件数 132 1 11 2 23 77 18

搬送人員 117 10 2 20 68 17

出動件数 121 3 7 1 2 17 1 1 70 19

搬送人員 107 7 1 2 15 1 1 61 19

出動件数 142 2 1 11 2 1 13 1 3 95 13

搬送人員 121 8 2 1 12 1 2 83 12

出動件数 134 2 13 2 2 12 2 90 11

搬送人員 122 12 2 2 11 84 11

出動件数 134 11 2 12 2 1 91 15

搬送人員 124 11 2 12 2 1 82 14

出動件数 165 2 18 1 2 17 2 110 13

搬送人員 143 16 1 2 15 1 96 12

出動件数 121 4 13 1 17 2 72 12

搬送人員 104 2 12 1 12 2 64 11

出動件数 154 1 21 2 22 1 91 16

搬送人員 137 19 2 21 1 79 15

出動件数 157 15 2 1 24 103 12

搬送人員 143 14 2 1 23 91 12

出動件数 168 1 4 1 28 2 1 111 20

搬送人員 154 3 1 27 2 1 100 20

出動件数 1,686 13 4 142 15 9 223 6 19 1,086 169

搬送人員 1,501 2 129 15 9 203 6 14 960 163

出動件数 100% 0.8% 0.2% 8.4% 0.9% 0.5% 13.2% 0.4% 1.1% 64.4% 10.0%

搬送人員 100% 0.1% 8.6% 1.0% 0.6% 13.5% 0.4% 0.9% 64.0% 10.9%

不

搬

送

救　　急　　種　　別

14

16

16

15

21

12月

合計

比率

合

計

8月

9月

10月

11月

4月

5月

6月

7月

区　　　分

1月

2月

3月

(4)　平成26年救急出場状況

11.7%

20

16

14

197

13

11

23

18
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（5）月別出場状況

（6）傷病程度別搬送人員

急 病 交通事故 一般負傷 その他 計
軽 症 513 106 119 40 778
中等症 357 17 63 143 580
重 症 46 4 17 21 88
死 亡 44 2 4 5 55
計 960 129 203 209 1,501

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

急病 交通事故 一般負傷 その他 

(件) 

軽 症 778 人 

51.8% 
中等症 580 人 

38.6% 

重 症 88 人 5.9% 

死 亡 55 人 3.7% 
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（7）覚知時刻別出場件数

（8）事故種別、年齢区分別搬送人員

新生児 乳幼児 少年 成人 高齢者 合計

火 災 1 1 2
自然災害
水 難
交通事故 2 15 75 37 129
労働災害 15 15
運動競技 5 4 9
一般負傷 11 7 34 151 203
加 害 2 4 6
自損行為 1 9 4 14
急 病 30 17 261 652 960
そ の 他 3 2 35 123 163

合 計 3 45 47 438 968 1,501

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

140 

0～2 4～6 8～10 12～14 16～18 20～22 

急病 交通事故 一般負傷 その他 

(件) 

新生児 3 人 

0.2% 

乳幼児 45 人 

3.0% 
少年 47 人 

3.1% 

成人 438 人 

29.2% 
高齢者 968 人 

64.5% 
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12分
134分
50.6分
42.4分
39.3分

（9） 現場到着所要時間別出場件数

全国平均収容所要時間(Ｈ25)

最短時間（H26)
最長時間（H26)

平均所要時間(H26)
新潟県平均収容所要時間(Ｈ25)

(10) 収容所要時間別搬送人員

 

3分未満 10 件 

0.6% 
3分以上5分未満 

34 件 2.0% 

5分以上10分未満 

1002 件 59.4% 

１0分以上20分 

未満 626 件 37.1% 

20分以上 14 件 

0.8% 

平均所要時間（H26）           9.1分 

新潟県平均所要時間（H25）    8.8分 

全国平均所要時間（H25）      8.5分 

合計    

1,686件 

10分以上20分 

未満 7 人 0.5% 
20分以上30分 

未満 82 人 5.5% 

30分以上60分 

未満 1043 人 

69.5% 

60分以上120分未

満 368 人 24.5% 

 120分以上 1 人 

0.1% 

合計  

1,501人 
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（11） 急病、発生場所別搬送人員

（12） 一般負傷、発生場所別搬送人員

住宅 

759人 79.1% 

公衆出入場所 

147人 15.3% 

仕事場 

28人 2.9% 

道路 

18人 1.9% その他 

8人 0.8% 

住宅 

136人 67.0% 

公衆出入場所 

36人 17.7% 

道路 

20人 9.9% 

その他 

11人 5.4% 

合計 

960人 

合計 

203人 
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交通事故 一般負傷 その他 合　計
搬送人員に
対する比率

109 101 32 253 16.86

1 4 0.27

2 7 6 59 3.93

20 17 41 356 23.72

2 6 7 77 5.13

0 0.00

5 9 8 86 5.73

1 11 0.73

0 0.00

5 0.33

1 2 1 24 1.60

2 6 0.40

123 191 196 1,408 93.80

41 24 32 435 28.98

126 195 201 1,427 95.07

62 94 139 1,112 74.08

64 130 143 1,101 73.35

555 779 807 6,364

（14） 磐越自動車道における救急出動状況

上り 下り

174ＫＰ 188.9ＫＰ 198.5ＫＰ

出動件数 0件 出動件数 5件 出動件数 0件

搬送人員 0人 搬送人員 2人 搬送人員 0人

応援出動（阿賀町消防本部） 応援出動（新潟市消防局）

新潟中央ＪＣへ　　

三川ＩＣ 安田ＩＣ 新津ＩＣ

　福島県へ 管轄区域　24.5ｋｍ

20

心電図測定 817

処　置　合　計 4,223

その他(検温他） 764

薬剤投与 4

聴診器による心音等の聴取 338

血中酸素飽和濃度測定 905

除細動 5

血圧測定 898

静脈路確保

人工呼吸

在宅療法継続 10

ショックパンツ

酸素吸入 278

気道確保 62

気管挿管

3

保温 64

心肺蘇生 44

（13） 応急処置等の状況

急　病

止血・固定・被覆 11
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（15） CPA症例の状況

手当無し 

29人 

48.3% 

手当有り 

31人 

51.7% 

 （ア）バイスタンダーによる応急手当等 

 （イ）バイスタンダーによる応急手当等の前年度比較（過去5年間） 

63.8% 

50.9% 

69.0% 

59.7% 

48.3% 

36.2% 

49.1% 

31.0% 

40.3% 

51.7% 

平成22年 

平成23年 

平成24年 

平成25年 

平成26年 

手当有り 

手当無し 
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（16） 応急手当普及活動状況

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

H25 H24 H23 H22

計 計 計 計

上級

回数

人員

普通

回数 1 1 1 1 1 1 3 1 2 12 8 28 13 16

人員 27 134 19 14 6 16 64 30 31 341 213 520 250 394

入門

回数 1 1 2 1 3 8 1

人員 64 23 38 23 33 181 62

その他

回数 3 2 3 3 12 11 1 6 7 3 51 49 50 38 38

人員 387 23 32 92 273 353 31 140 300 64 1,695 1,199 1,221 1,074 852

計

回数 3 3 4 5 14 14 3 12 7 4 2 71 58 78 51 54

人員 387 50 166 175 310 397 70 1,741 1,324 1,246237 300 94 31 2,217 1,474

Ｈ26.月別 

講習別 
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（人）

病院 病院

診療所 診療所

病院 病院

診療所 診療所

合計

総計

計 338 計 47

87

23．収容状況

公　的 245 公　的 1

6 7
私的

5

281

公　立 公　立 34

国　立

私的

国　立

1

1,116

5

773

56

そ
の
他
の
医
療
機
関

公　立

公　的

私的

私的

救
急
医
療
機
関

338 1,163

1,501

（1） 収容状況

管　内 管　外

計

国　立

その他

計

そ
の
他
の
場
所

接骨院等

その他

計

接骨院等

国　立

公　立

公　的

計

水原郷病院 

245人 

16.3% 
管内 

「水原郷病院以外」 

93人 

6.2% 

管外 

1163人 

77.5% 

水原郷病院 

管内「水原郷病院以外」 

管  外 
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(2) 事故種別転送回数搬送人員

急病 交通 一般負傷 その他 計

０回 950 127 202 208 1,487

１回 10 2 1 1 14

２回

1,501

３回以上

（3） 急病に係る疾病分類と搬送人員

計 960 129 203 209

脳疾患 

103人 10.7% 

心疾患 

97人 10.1% 

呼吸系 

73人 7.6% 

消化系 

93人 9.7% 

精神系 

22人 2.3% 
新生物 

13人 1.4% 感覚系 

46人 4.8% 

泌尿器系 

33人 3.4% 

その他 

115人 12.0% 

不明確 

365人 38.0% 
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1 27 2 7 38

1 18 2 7 29

1 23 2 7 34

23 2 4 29

17 1 3 21

21 1 3 25

15 6 22

9 4 14

9 5 15

24 3 3 30

16 3 2 21

17 3 2 22

17 4 7 29

11 2 4 17

12 1 4 17

1

1

1

1

1

1

火災 交
通
事
故

ガ
ス
及
び

よ
る
事
故

建
物
等
に

る
事
故

機
械
に
よ

建

物

建
物
以
外

24．救助統計

酸
欠
事
故

破

裂

事

故

そ

の

他

計

水
難
事
故

自
然
災
害

（１） 救助活動状況（過去5年間）

平成23年

出動件数

活動件数

救助人員

平成22年

出動件数

活動件数

救助人員

平成24年

出動件数

活動件数

救助人員

平成25年

出動件数

活動件数

救助人員

平成26年

出動件数 1

活動件数

救助人員

29 

30 

22 

29 

0 5 10 15 20 25 30 35 

平成26年 

平成25年 

平成24年 

平成23年 

出場件数 

17 

21 

14 

21 

0 5 10 15 20 25 

平成26年 

平成25年 

平成24年 

平成23年 

活動件数 

17 

22 

15 

25 

0 5 10 15 20 25 30 

平成26年 

平成25年 

平成24年 

平成23年 

救助人員 
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平成 16 年 4 月 1 日、町村合併により阿賀野市が誕生したことに伴い、消防団も 4つの 

消防団 （水原町消防団、安田町消防団、笹神村消防団、京ヶ瀬村消防団） が 1 つに 

なり、阿賀野市消防団が誕生した。 

 

○ 平成 17 年度に初の女性消防団、女性部 「阿賀さくら」 を発足。 

消防団行事への参加の他、一人暮らし高齢者の住宅防火診断や幼保育園への防火

紙芝居実施など予防業務を行なっている。 

現在 部長 1名、班長 1名、団員 6名の計 8名で活動を実施している。 

 

○ 平成 19 年度から平成 21 年度の 3年計画で組織再編を実施した。 

平成 22 年度は定員 798 名、13 分団、76 部となっている。 

平成 27 年度から指導体制強化のため、副分団長 12 名増やし、定員 810 名にした。 

 

○ 主たる事業は、春秋の防火宣伝、消防大会、水防工法演習、防災訓練、出初式などで 

ある｡ 

 

○ 平成26年の第11回阿賀野市消防大会で安田第1分団第4部が、ポンプ操法競技会

で優勝し、三市北蒲原地区支会のポンプ操法競技会小型ポンプの部に出場した。 



   25．消防団員数・年報酬等調べ

258 21 19

46～50 51～55
56歳
以上

182 55 31 阿賀野市

21歳
未満

21～25 26～30

3 44 161

31～35 36～40

1 810580 7742 13 25

団　員班　長部　長

41～45

76 77

平成27年4月1日現在(単位 人）

阿賀野市

 (4) 年齢別消防団員数

区分
副団長

76,400

副分団長分団長

　　　　　    
 (1) 年報酬

団　長

平成27年4月1日現在(単位 円）

平成27年4月1日現在(単位 円）

会　　議 訓　　練

18,500 14,00041,800阿賀野市

警　　戒

119,500

阿賀野市

 (3) 消防団員数
平成27年4月1日現在(単位 人）

区分

区分

3,0003,000
4時間未満 3,000

4時間以上 5,400

災害出動

副分団長 部　長 班　長 定員

捜　　索

3,0003,000

団　長 副団長 合計

（2) 諸手当 （1回又は1日につき）

33,60048,300

団　員分団長

3 

44 

161 

258 

182 

55 
31 

21 19 
0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

21歳 

未満 

21～25 26～30 31～35 36～40 41～45 46～50 51～55 56歳 

以上 

平均年齢 (35.0歳） 

(人) 

区分 
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5年未満 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35年以上

　阿賀野市 284 207 146 81 33 16 5 2

※平成27年2月1日　消防庁所有の救助資機材搭載型消防ポンプ自動車に入れ替える。

 　（5） 在職年数別消防団員数

26．消防団機械器具

284  

207  

146  

81  

33  
16  

5  2  
0  

50  

100  

150  

200  

250  

300  

5年未満 5～9 10～14 15～19 20～24 25～29 30～34 35年以上 

(人) 

区 分 

阿賀野市 

消防ポンプ自動車 
小型動力ポンプ 
積載自動車 

水槽付消防 
ポンプ自動車 

0 75 1 

区分 

(単位 人) 

(単位 台) 
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○ 気象については、阿賀野市消防署及び旧安田分遣所、かがやき分署で記録し

たものである。 

   安田地区の気象については、阿賀野川沿いに吹き降ろす東南東の風は、   

「安田ダシ」と言われる名物的な風で、特異な気象状況である。 

 

○ 天候の日数比較は、阿賀野市消防署で朝 9 時現在の観測を集計したものであ

る。 

晴れの日数は、141 日で前年比較 19 日増加した。 

曇りの日数は、154 日で前年比較 11 日減少した。 

雨の日数は、57 日で前年比較 3日減少した。 

雪の日数は、13 日で前年比較 4日減少した。 

 

○ 降雨量は、※928.5 ㎜で前年比較できず。 

 ※1、2、3、12 月冬期間のため観測休止。 

日最高降雨量は、7 月 9 日の 111．5 ㎜であった。 

 

○ 通算降雪量は、304．0 ㎝で前年比較 199 ㎝増加した。 

降雪日数は、31 日で前年比較 5日増加した。 

   最多積雪は、12 月下旬の 47ｃｍであった。 



(1) 過去3年間の月別天候

月 年 24 25 26 24 25 26 24 25 26 24 25 26

6 3 8 14 18 14 2 2 4 9 8 5

6 2 2 12 17 23 3 2 1 8 7 2

4 13 4 15 15 20 9 2 6 3 1 1

10 10 20 19 14 8 1 6 2 0 0 0

13 18 19 12 11 9 6 2 3 0 0 0

13 18 15 13 9 12 4 3 3 0 0 0

12 5 13 14 19 11 5 7 7 0 0 0

18 15 10 13 7 16 0 9 5 0 0 0

21 15 20 6 11 8 3 4 2 0 0 0

15 13 16 11 12 8 5 5 7 0 0 0

6 6 13 17 12 9 7 12 8 0 0 0

5 4 1 14 20 16 8 6 9 4 1 5

129 122 141 160 165 154 53 60 57 24 17 13

(2) 平成26年の天候割合(9時現在)

晴れ

＊平成25年10月20日観測機メンテナンスのため欠測

合計

雨

5

2

12

10

1

11

曇り

27．平成26年気象状況

7

8

9

雪

4

3

6

天候

(単位：日)

晴れ 

39% 

曇り 

42% 

雨 

16% 

雪 

3% 

※

＊ ＊ ＊ 
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（3） 過去3年間の月別平均温度

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
0.3 2.6 3.5 9.9 16.6 21.5 26.5 27.0 22.9 11.2 10.9 3.4
0.7 0.7 5.5 9.7 16.1 21.6 24.7 26.0 22.0 17.6 9.1 4.4
1.9 1.5 5.5 10.5 16.8 21.8 24.3 25.4 20.6 15.0 10.2 2.5

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
13.5 14.2 20.5 23.6 29.8 31.2 35.4 34.1 31.6 26.6 22.0 18.8
-4.7 -7.0 -2.7 0.8 7.0 14.8 16.8 18.2 11.0 5.9 1.8 -2.4

（4） 平成26年月別最高最低温度較差

最高
最低

 ※Ｈ25年10月20日観測機メンテナンスのため欠測

平成24年
平成25年
平成26年

(㎜） (㎜） (㎜） (％） (日） (％） (％） 

0  

5  

10  

15  

20  

25  

30  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

平成24年 平成25年 平成26年 

-10  

0  

10  

20  

30  

40  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

最高 最低 

※ 

(㎜） (㎜） (㎜） (％） (日） (％） (％） 
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（5） 過去3年間の平均湿度

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
89.0 91.0 87.1 78.7 82.2 84.1 89.0 87.6 82.1 83.1 85.5 91.0
92.1 89.0 80.7 82.8 98.5 98.3 99.9 90.2 86.5 87.1 90.2 92.2
87.2 89.8 86.2 71.2 71.4 80.0 87.9 89.1 84.3 87.8 90.5 94.5

（6） 過去3年間の月別平均実効湿度

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
89.0 90.5 87.9 78.7 81.2 84.4 88.2 87.5 81.9 82.8 85.4 90.2
92.3 88.8 80.6 83.2 80.8 84.7 91.7 90.4 87.3 85.8 89.8 91.7
88.1 88.9 86.5 72.1 71.1 78.6 87.9 88.3 84.5 87.2 90.0 93.8

平成24年
平成25年
平成26年

平成24年
平成25年
平成26年

 ※Ｈ25年10月20日観測機メンテナンスのため欠測

 ※Ｈ25年10月20日観測機メンテナンスのため欠測(㎜） (㎜） (㎜） (％） (日） 

(℃） (℃） 

0  

20  

40  

60  

80  

100  

120  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

平成24年 平成25年 平成26年 
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10  

20  
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50  

60  

70  

80  

90  

100  

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

平成24年 平成25年 平成26年 

※ 

※ 
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
79.6 82.1 73.1 72.2 66.8 75.6 75.2 82.9 68.5 75.5 76.5 84.4
87.8 84.3 70.2 76.1 72.3 72.2 84.1 82.6 75.3 78.5 84.2 85.2
81.7 82.3 77.8 66.2 60.3 63.5 80.7 80.1 77.0 80.1 84.8 89.3

平成24年
平成25年

 ※Ｈ25年10月20日観測機メンテナンスのため欠測
平成26年

(㎜） (㎜） (㎜） 

(％） (％） (℃） (℃） 

0  
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100  
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（７） 月の最低実効湿度 

※ 
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  24.1m/s　（ 8月10日）

  21.1m/s　（10月28日)

　28.0m/s　（11月13日)

  24.1m/s　（3月25日)

　24.0m/s　（4月 5日)

9

10

11 3.1m/s

  14.8m/s　（ 7月27日)

　30.6m/s　（12月17日)

2

3

4

5

6

2.7m/s

3.9m/s

4.9m/s

8

4.5m/s

4.5m/s

3.5m/s

3.9m/s

3.5m/s 12

2.2m/s

14

　2１.3m/s　（2月 5日)

　26.3m/s　（5月16日)

  29.0m/s　（6月 7日)

  23.9m/s　（ 9月27日)

3327 37 29

2.9m/s

1   24.7m/s　（1月26日)

単位 m/s

7 2.4m/s

3

24 11 4 4 9 22 21

11 8 1 4

月 平均風速

19

最大瞬間風速 月 平均風速 最大瞬間風速

3

28 16

1 1

36

1

31

1 2 4 2

1 1 4 1

2 2 2 5 3 1

2 2 5

2 1 1 2

1 1 1 3 2 2

1 1 4

3 5 1 1

3 1 3 7 2

1 2 2 1

4 3 1

2 3 4 1 3 1

1 1

3 4 1

2 5 2 7 1

1 3

2 2 2 2 1

1 2 2 3 2 2

2

5 2 2 1

3 3 1 5 5 6

4

4

4 1 1

3 2 4 4 1 3

4

2 1 2 2 1 2

1 1 3 4 11 2 2 4

1 6 5 1 2

2

3 10 1

3 1 1

9月

10月

11月

12月

年計

4

4

3

3

3月

4月

5月

6月

7月

8月

北
北
西

静
穏

1月

2月

1 1

東
北
東

東
東
南
東

南
東

北
北
北
東

北
東

北
西

南
南
東

南
南
南
西

南
西

西
南
西

西
西
北
西

32

（8） 月別風向　（9時現在）

（9） 月別風速

1 2 14 1 4 4

月 

風

向 
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（10） 過去3年間の月別降雨量

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
※ ※ ※ 76.5 80.5 17.5 138.5 48.0 153.0 102.0 215.0 ※
※ ※ ※ 97.0 29.5 69.0 319.5 238.5 111.5 109.0 341.5 ※
※ ※ ※ 42.0 48.5 59.0 276.0 147.0 95.0 110.5 150.5 ※

（11） 過去3年間の年別総降雨量

平成24年
平成25年
平成26年

928.5

平成24年

※冬期間（12・1・2・3月）観測休止

平成25年 平成26年

年間降雨量 831.0 1,315.5

※冬期間（12・1・2・3月）観測休止

 ※Ｈ25年10月20日観測機メンテナンスのため欠測

(％） (日） (％） (％） (℃） (℃） 
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（12） 過去3年間の年別1日最高降雨量

（ｍｍ）

57.5 80.0 111.5

7月7日 8月20日 7月9日

※冬期間（12・1・2・3月）観測休止

平成24年 平成25年 平成26年
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（13）過去3年間の最多積雪

11月
下旬

12月
上旬

12月
中旬

12月
下旬

1月
上旬

1月
中旬

1月
下旬

2月
上旬

2月
中旬

2月
下旬

3月
上旬

3月
中旬

3月
下旬

平成24年度 0 45 27 15 25 24 15 9 5 17 0 0 0
平成25年度 0 0 6 6 2 5 4 20 12 1 13 10 0
平成26年度 0 44 40 47 25 9 0 9 7 0 0 16 0

平成24年度
平成25年度
平成26年度

37.0ｃｍ
27.0ｃｍ

初　雪 通算降雪量 1日最多降雪量

12月 2日
最終融雪日

2月28日
3月11日

12月 3日 304.0ｃｍ 58.0ｃｍ 3月14日
12月13日

298.5ｃｍ
105.0ｃｍ
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℃ 7 月 26 日

℃ 2 月 4 日

年間最高相対湿度 ％

年間最低相対湿度 ％ 5 月 14 日

年間最高実効湿度 ％ 12 月 7 日

年間最低実効湿度 ％ 5 月 8 日

最

多

風

向

0 0 2 2 0 2 6 3 0 0 0 0 3 4 7 2

1 0 2 1 1 1 3 2 3 0 3 0 5 1 4 1

2 0 6 1 0 0 2 2 6 0 3 3 1 2 3 0

8 6 1 0 0 0 4 2 3 0 0 0 2 0 1 0

3 1 2 0 1 0 3 1 5 1 4 1 7 0 2 0

7 3 4 0 0 0 6 4 3 0 2 0 1 0 0 0

4 0 5 0 0 0 5 0 8 1 5 0 2 0 1 0

5 3 8 0 1 1 0 5 3 1 0 0 1 0 2 1

6 2 3 0 4 0 3 2 9 0 1 0 0 0 0 0

12 0 3 0 0 0 4 3 7 0 1 0 0 0 1 0

4 0 1 0 1 2 3 1 13 0 2 0 2 0 1 0

2 0 1 0 0 0 0 6 15 1 1 0 0 0 3 1

54 15 38 4 8 6 39 31 75 4 22 4 24 7 25 5

※4月12～14日・12月15日機械メンテナンスの為欠測

12月6日、13日、22日

南

南

南

(1) 年間気温湿度

月

風
向

年計

西

北東・南

北

南

北

西

北

南

北東

1

2

3

北西

西
南
西

西
北
西

南
南
東

南
西

北
北
西

西
北
西

7

11

12

9

10

8

東
東
南
東

5

6

28.0

95.9

44.1

(2) 火災警報発令件数及び延べ日数

南
東

4

 28. 安田地区気象状況

37.0

-5.0

年間最高気温

(3) 風向(9時から翌日9時までの24時間中の主たる風向)

99.0

年間最低気温

南
南
南
西

(発令無し)

北
北
北
東

北
東

東
北
東
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m/s

12 日 30 日

9 日 30 日

10 日 30 日

14 日 31 日

17 日 31 日

14 日 30 日

10 日 31 日

16 日 30 日

6 日 31 日

年間降雨量 mm
年間1日平均 mm
年間1日最高 mm
年間降雨日数 日

年間記録日数 日

5月2日欠測

冬期間(1・2・3月)観測休止

冬期間(1・2・3月)観測休止

   (7月29日)  

冬期間(1・2・3月)観測休止

冬期間(1・2・3月)観測休止

150.0

161.0

131.0

156.2

274

11

8

9

10

166.012

60.0

43.0

冬季間休止

3.8

4.8

5.2

4.2

5.4

5.4

冬季間休止

31.0

108

39.0

16.0

60.0

26.0

22.5

34.0

3

114.5

78.0

61.2

343.0

4

5

6

7

年間瞬間最大風速最大 36.5

1

2

5日

25日

12 24.6

6

7

8

9

16日

28.0

2

3

4

5

1

18.0

18.0

24.0

(4) 風速 (単位: m/s)

瞬間最大風速最高 摘  要月

8日

1日

23.1

26.0 29日

30日

4日

6日

32.0

25.0 3日

11日

36.5

1,360.9

4.9

2.6

11.1

20.2 2.0

冬季間休止

     ( 6月6日)

(5) 降雨量 (単位: mm)

月
降　　雨　　量

降雨日数 記録日数 摘要
1ヶ月合計 1日最高 1日平均

10

11

29.5

32.0

26日
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24・25 日 9 日

27 日 4 日

19 日 3 日

27・28 日 8 日

30 日 6・7 日

3 日 26 日

26 日 1 日

2 日 28 日

4 日 20 日

26 日 29 日

2 日 20 日

1 日 17・18・27 日

※3月20日～31日まで計測器移転の為欠測

年間最高気温 ℃

年間最低気温 ℃

月

％

％

％

％

3
4
5
6

44.1

最　低 最　高

48.5

90.0 60.0 86.5 72.6

53.0 82.188.0

98.0

98.0 28.0 80.1

30.0

22.0

16.0

(7) 相対湿度、実効湿度                                   (単位:％)

(計測は9時現在)

70.0

6.0

13.0

16.0

12

5.5

0.9

-2.0

6

7

8

37.0

-5.0

 (7月26日）

 (2月 4日）

2

66.4

98.0 60.0 83.3 71.6

66.3

7
8
9
10

18.0

11.0

5

10

11

9

日

-5.0

-4.0

-1.0

2

3

4

-4.01

月 最　高

(6) 最高最低気温

最　低月日

44.1

99.0

28.0

年間最高相対湿度

年間最低相対湿度

年間最高実効湿度

年間最低実効湿度

99.0 53.0 95.9 77.4

（ 5月 8日)

95.9

 ( 12月6日・13日・22日 )

（ 5月14日）

（12月 7日）

11
12

65.0 93.1 72.2

43.0 81.7

60.0

49.5

98.0

98.0

91.6

98.0 54.0 91.2

98.0

98.0 54.0 95.6 74.5

備　　考

81.9

最　高

91.0 79.0 89.5

最　低

87.3

相　対　湿　度 実　効　湿　度

1

12

7.0

31.0

32.0

37.0

36.0

29.5

25.5

10.0

14.0

10

11

5

27.0

8

9

6

7

3

1

4

2

(単位:℃)
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【幼年消防クラブ】 

○ 幼年消防クラブの結成率は 100％で、管内すべての保育園、幼稚園がクラブ員であり、 

避難訓練、防火映画の上映などで防火意識の向上に努めています。 

 

 【女性防火クラブ】 

○ 女性防火クラブ数は 1 クラブで、家庭防火教室、広報活動、研修会など実施し、主婦の

立場から家庭内で起こりうる天ぷら鍋火災の消火訓練や救急講習で応急手当の技術習

得に努め成果を上げました。 

幼少年女性防火委員会 



ク　ラ　ブ　名 所　在　地 結成年月日 クラブ員数
1 お と ぎ の 国 保 育 園 阿賀野市金田町9番18号 S60.5.20 114
2 分 田 保 育 園 阿賀野市上江端3751番地 〃 58
3 よ ろ こ び 保 育 園 阿賀野市北本町11番38号 〃 30
4 た ち ば な 保 育 園 阿賀野市中央町1丁目3番1号 〃 115
5 あ や め 保 育 園 阿賀野市野地城91番地 〃 75
6 み ど り 保 育 園 阿賀野市緑町24番30号 〃 110
7 や す ら ぎ の 保 育 園 阿賀野市南安野町7番66号 〃 88
8 日 章 幼 稚 園 阿賀野市中央町2丁目2番40号 〃 45
9 ひ ま わ り 幼 稚 園 阿賀野市学校町6番13号 〃 83

計 718

ク　ラ　ブ　名 所　在　地 結成年月日 クラブ員数
1 安 田 幼 稚 園 阿賀野市保田3891番地 S62.5.1 40
2 ほ た る 保 育 園 阿賀野市保田3974番地１ H4.4.1 106
3 風 の 子 保 育 園 阿賀野市保田751番地１ 〃 131

計 277

ク　ラ　ブ　名 所　在　地 結成年月日 クラブ員数
1 み の り 保 育 園 阿賀野市上高関107番地3 S60.5.20 80
2 す み れ 保 育 園 阿賀野市山崎267番地 〃 44
3 出 湯 保 育 園 阿賀野市出湯280番地6 〃 30
4 双 葉 保 育 園 阿賀野市金屋559番地１ 〃 60

計 214

ク　ラ　ブ　名 所　在　地 結成年月日 クラブ員数
1 京 ヶ 瀬 幼 稚 園 阿賀野市曽郷129番地 S61.5.20 49
2 京 ヶ 瀬 保 育 園 阿賀野市緑岡3番地20 〃 168

計 217

ク　ラ　ブ　名 所　在　地 結成年月日 クラブ員数
1 分 田 女 性 防 火 ク ラ ブ 阿賀野市分田 H2.1.1 12
2
3
4

1. 幼年消防クラブ結成状況

水原地区

安田地区

笹神地区

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成27年4月１日現在

女性防火クラブ員合計　　　　　　      　　　　　　　 　　　　　　　   　　　　12　名

京ヶ瀬地区

幼年消防クラブ員合計                                                      　　 1,426　名

2. 女性防火クラブ結成状況


